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即 チ以 上 ノ統 計 二明 ナ ル ガ如 ク内科 的 結 核 性 疾

患 ノ代 表 的 ナ ル肋膜 炎、 腹 膜 炎及 肺 結 核 二於 テ

凡 テ例 外 ナ ク16年 ヨ リ30年 迄 ノ間 二峻 瞼 ナ ル

峯 テ示 シ ソ ノ前 後 二於 テ急劇 三減 少 スル テ見 ル

ベ シ。 勿 論 内科 ニ ハ16歳 以 下 ノ患 者 ナ牧容 セ

ザ ル ラ以 テ15年 以 下 ノ小見 二 就 テ ハ 何 等 知

ル能 ハズ ト錐 モ大 約結 核 性疾 患 ノ青春 期 二断 然

多 キ ラ知 ルベ シ。 而 シテ病 院 二勤 務 セル看 護 婦

ノ殆 ン ド全 部 ガ恰 モ此 ノ危 瞼 ナル年 齢 二相 當 ス

ル ヲ以 テ勤 務 中 二結 核 性疾 患 二 冒 サ ル ・コ トモ

敢 テ不 可 思議 トハ云 フ ラ得 ザ ル ベ シ。 然 シ乍 ラ

此 等 結 核 性 疾 患 テ未 然 二豫 防 スベ ク努 力 ス ル ハ

醤 師 トシ テ ノ責 任 ナ リ ト信 ズ。 殊 二看 護 婦 ハ相

當 繁 劇 ナル勢 働 テナ シ、 且 ツー 面 二於 テ傳 染 ノ

危 瞼 アル肺 結 核 患 者 テ看 護 セザ ル ベ カ ラズ。 又

寮 二於 テハ密 集 生 活 テ醤 ム ガ故 二結 核 ノ豫防 ハ

最 モ重 要 ナ ル モ ノナ リ ト信 ズ。 働 デ ラー ムハ看

護 婦 中 「レ ン トゲ ン」一 ヨ リ結 核 ノ疑 アル モ ノテ

退 學 セ シ メ タル ニ結 核 蕨 病 者 頗 ル減 少 セ リ ト云

フ 。

余 ハ昭 和 一1,年6月 當 馨院 ノ寮 醤 テ命 ゼ ラ レクル

テ以 テ先 ヅ第 一著 手 ト シテ近 年 外 國 及 本 邦 二於

テ論 ゼ ラル ・「ツ〈ごル ク リン」反 慮 ト結 核 免 疫 ト

ノ關 係 テ調 査 セ ン ト企 テ タ リ。 恩 師 稻 田教 授 ノ

御 指 導 ト讐院 長 盤 田教 授 ノ御 助 力 ニ ヨ リ昭 和6

年6月 二至 ル2ケ 年 間 コ レ等 ノ観 察 ラ縫 績 スル

コ トテ得 タ リ。此 塵 二明 記 シテ感 謝 ノ意 テ表 ス。

勿 論 更 二多年 二亙 ル研 究 テ積 マザ レバ正 確 ナル

結 論 テ得 ル能 ハ ズ ト錐 モ今 同一 時 本 研 究 テ中断

ス ル ニ當 リ今 日迄 二得 タル結 果 テ報 告 スル モ徒

爾 トノ ミ云 フ能 ハ ズ ト信 ズ。

序 二看 護 婦 二於 ケ ル 「ツベ ル ク リン」反 磨 ノ推 移

及 結 核 性疾 患 ノ登 生 二關 ス.ル文 獣 ニノ・貴 島及 舳

島 〔4)今村(18)、ハ イムベ ッ ク(5)、ヴ ュル ツエ ン㈹

等 ノ報 告 アル モ弦 二特 二述 べ ズ、 随 時 引用 スベ

シ 。e

第一章 看護婦入學時=於 ケル「ツベルク1,ン 」及雁陽性率

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ本 態 二關 シテ ハ爾 不 明 ノ

鮎 多 シ トス ル モ 「ツベ ル ク リ ン」反 鷹 ガ結 核 感 染

ト離 ルベ カ ラザ ル關 係 テ有 スル コ トハ ピル ケー

以 來 一般 二信 ぜラ ル ・所 ナ リ。 即 チ此 反 慮 ノ陽

性 ナ ル ハ既 二結 核 菌 ノ感 染 テ受 ケ タル テ謹 スル

モ ノナ リ。 勿論 該 反 鷹 テ惹 起 スル爲 一 ハ局 所 ノ

血 管 ノ作 用 ガ重 大 ナ ル關 係 テ有 ス ル ガ故 二血 管

蓮 動神 経 或 ハ植 物 性 神 経 系 統 ガ重 要 ナ ル役 目 テ

演 ジ、 從 ツテ所 謂Parallergieノ 問 題 ラ生 ズ ル

モ ノナ リ(41・"12)。然 ・シ乍 ラ之 ハ唯 「ツ〈ごル ク リン」反

磨 ノ張 弱 二關 係 アル モ ノニ シ テ結 核 感 染 ナ ク シ

テ「ジ 〈ごル ク リ ン」反 慮 陽性 トナル場 合 ノ報 告殆

ン ド無 シ。 ホー ク(1)ハ2例 ノ小 見 「ヂ フテ リー 」

患 者 二於 テ「レー ル ツベ ル ク リ ン」ガ 「ツベ ル ク

リ ン」 ト同一 程 度 拉 二同一 時 間縫 緬 セル反 慮 テ

見 タル モ4週 後 二・・再 ビ陰 性 トナ リタ リ ト報 告

セ リ。 カ ク ノ如 キ場 合 ハ寧 ロ例 外 一 シテー 般 二

「ッ〈・ル ク リ ン」反 鷹 陽性 ナル時 ハ他 ノ物 質(「ペ

プ ト ン」等)二 封 スル皮 膚 反 慮 モ 陽性 テ示 スモ ソ

工〉

ノ用 フル液 ノ濃 度 二於 テ甚 大 ノ 相 異 ア リ(2)(3)

且 ツ ソ ノ反 慮 ハ早 ク起 リ且 ツ早 ク清失 スル モ ノ

ー シテ数 日二亙 リ倫 強 度 ノ反 慮 ラ起 ス 「ツベ ル

ク リン」 反 磨 ト混 同 セ ラル ・コ トナ キ ラ通 常 ト

スo

方 法 。 マ ン ツー 、 メ ンデ ル法 二從 ヒ傳 染 病研 究

所 製 善 「ツベ ル ク リ ン」テ使 用 二際 シ生 理 的 食盤

水 ラ以 テ稀 薄 シ ソ ノ0.1ccmテ 左 上腕 ノ皮 内 一

注 射 シ48時 間 後 ソ ノ登 赤 、或 ハ浸潤 ノ直径 テ

測 定 シmmテ 以 テ表 セ リ。 封 照 ト シテノ・「レー

ル ツベ ル ク リン」テ得 ル能 ハザ リシ テ以 テ 「ツベ

ル ク リン」 ラ加 ヘ ザ ル生 理 的 食 盤 水 テ用 ヒタ ル

モ常 二 「ツベ ル ク リ ン」反 鷹 ヨ リモ弱 ク封 照 テ要

セザ ル程 度 ナ リキ。 稀 繹 度 ハ初 メ海 軍 等 ノ例 二

習 ヒ1000倍 テ使 用 シタル モ時 二{羨熱 ヲ來 シ ソ

ノ反 慮 籐 で 二彊 キニ過 グル例 アル ニ鑑 ミ後 ニ ハ

常 二先 ヅ1萬 倍 テ 使 用 シ 陰 性 ナ ル 場 合 ニ ノ ミ

更 二1000倍 テ以 テ検 査 セ リ。尚 稀 繹 液 ニハ0.5

%ノ 割 合 二石炭 酸 テ加 フル テ例 トスル モ余 ハ使
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用 ノ都 度 稀 稗 ラ行 ヒタ レバ石 炭 酸 ラ 加 ヘ ザ リ

キ。 但 シ貯 藏 スル場 合 ニ ハ之 テ使 用 ス ル ヲ便 ト

ス。 余 ハ稀 程 後3ケ 月 後 ノモ ノ及 直後 ノモ ノ、

無 蛋 白 「ツベ ル ク リ ン」及 封構 トラ同 時 二注射 シ

3ケ 月後 二於 テモ爾 反 慮 テ起 スニ充 分 ナ ル ラ認

メ タル モ ソ ノ程 度 梢 丸弱 シ。 即 チ使 用 二當 リ新

シ ク稀 繹 スル ラ可 トス。 「ツベ ル ク リ ン」原液 ハ

常 二氷 室 二貯 へ 同一 ノ原 液 テ使 用 セ リ。

第 四表 入學 時「ツベル 〃 リソ」反旛陽性率
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備 考()内 ノ・1000倍 ノ「ッ ベ;レク リ ゾ」ニ

テ陽 性 ナ ル モ ノ ヲ示 ス

以 上 ノ結 果 ラ見 ル ニ ー 般 二 陰 性 ト認 メ ラ ル ・4

mm以 下 ノ モ ノ ニ就 キ テ ハ 議 論 ナ キ所 ナ ル モ5

一9mmノ モ ノハ之 ラ陽 性 ト認 ム ル學 者 ト然 ラ

ズ トナ ス學 者 トア リ テ ソ ノ何 レニ從 フベ キ カ テ

決 定 スル事 困 難 ナル モ疑 陽性 者 ト考 フル ラ穏 當

トスベ シ。 而 シテ ソ ノ百分 率 ハ4・0-7・27%ニ

シ テ ソ ノ他 ノ例 ハ陰 性 陽性 ノ別 、 明 ナ ル モ ノナ

リ。 然 シ乍 ラ 「ツベ ル ク リ ン」反慮 ノ轄 化 テ論 ズ

ル場 合 ニハ 「ツベ ル ク リ ン」反 癒 テ陰 性 陽 性 ト記

載 スル コ トノ過 誤 テ起 シ易 キ ハ當然 ノコ トナ レ

バ獲 赤 又 ハ浸 潤 ノ直径 テ掲 グル テ可 トスベ シ。

以 上 ノ標 準 二依 リ テ之 ラ見 ル ニ入學 直 後 二検 査

セル第36同 生87名 二於 テ・・1萬 倍 ニ テハ陰 性

者72%ノ 多 キ ニ上 リ陽 性 者 ハ24%二 過 ギズ。

此 陰 性 者 及 疑 陽性 者 二就 キ テ夏 二1000倍 ノ「ツ

ベ ル ク リ ン」テ以 テ再 検 セル ニ陰 性 者 ハ58%、

陽 性 者35%、 疑 陽 性 者7%テ 示 セ リ。之 テ文 獣

ト比 較 スル ニ貴 島、 舳 島氏 ωハ 看護 婦 入學 時 ハ

34-一一一45%陽 性 ナ リ トシ、 ハ イム 〈r..tク(5)モ21

年 位 ノ看 護 婦 ハ入 學 時52%陽 性 ナ リ ト云 フ.

軍 豫(6)二 於 テ ノ・陸 軍 ハ15-50%陽 性 トシ海 軍

(7)ハ62 .8%陽 性 ナ リ ト云 フ。 又 札 幌 市 小 學 見

童 二於 テ ハ46%中 學 生 二於 テ ・・(16歳 以 上)

73.1%陽 性 ナ リ ト云 フ(8)。即 チ余 ノ観 察 セル モ

ノハ 年齢 二於 テ此 等 中 學 生 二 匹敵 スル モ 陽性 卒

低 キ ラ知 ル ベ シ。 尚 ホハ ル トハ結 核 患 者 ニ ツ キ

1000倍 ニ テハ陰 性 率3.7%テ 得 、 同 一 患 者 ニ ツ

キ テ1・萬倍 ニ テハF会性 率12%テ そ尋タ リ トイ フ。

1000倍 及1萬 倍・ノ陰 性 率 ノ差 異 ノ参 考 トナ シ

得 ベ シ。

入 學 時検 査 スル テ得 ザ リ シモ入 學 後 牛 年 後 ノ検

査 テ行 ヒタ ル第35同 生69名 二於 テ・・1千 倍 二

於 テ陰 性者52・18%、 陽 性 者43.47%ナ リ。 又

入學 後1ケ 年 牛後検 査 セ シ第34同 生55名 二於

テノ・陰 性36・36%、 陽性56.36%ナ リ。 即 チ入

學 直後 検 査 セ シモ ノヨ 州 脈 高 卒 テ示 ス。

爾参 考 ノ爲年 齢 二就 キ テハ次 表 二掲 グル ガ如 ク

最 低14歳 ヨ リ最 高28歳 迄 ノ各 年 齢 テ含 ムモ就

中15-19歳 ノモ ノ全 員 ノ85.7%テ 占 ム。 各 年

齢 別 陽性 率 ハ検 査 数 極 メ テ少 数 ナ ル テ以 テ確 定

スル ラ能 ハ ザ ル モ年 齢 ト共 二陽 性 率曾 加 セ ル ヲ
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見 ル ヲ得 ベ シ。

第 五 表 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 磨 ト年 齢 トノ關 係

年
齢

34同 生
i35同 生1

36回 生 計
「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮

(一) (±) (+)
(一)1(±)1(+)1(一)!(±)1(+)1(一)1(±)1(+)

14 5 4 5
一一 一 一

2
一

4

15 3 2
;　
∫) 1 4 9 1 3 17 9

『

16 8 1 12 4 18 3 10 3S 3 15

17 3 2 8 5

一一

1 9 13 9 21 3 26

18 3
-　 }

2

1 10 4 1 5 15 2 2 22 4 17

19 1 4 1 1 1 5 3 2 10

20 1 1 2 2 1 5

21 3 2 1 2 1 4 5
脚

22 1 1 1 1 2 2

23 1 1 1 1

24

25 1 1

28 1 1

量 114・14196一

第 二章 「ツベ ル ク リン」反 雁 卜登 育

結 核 罹 患 者 ガ不良 ナル罷 格 テ有 シ、 又 不 良 ナ ル

罷 格 テ有 スル モ ノガ結 核 二罹 患 シ易 シ トハー 部

ノ學 者 ノ間 ニ モ論 ゼ ラ レタル所 ナ ルモ近 來 ハ膿

格 ノ不 良 ナル ハ寧 ロ結 核 罹 患 ノ結 果 ナ リ ト信 ズ

ル モ ノ少 カ ラズ。 余 ハ全 員 ノ艘 格 ラ文 部 省 ノ規

程 ニ ヨ リ定 メ ラ レタル 獲 育概 評 決 定 早 見表 ニ ヨ

第六表

リ甲、 乙、 丙 ノ3種 二分類 シ タ リ。 陽 性者 二於

テハ 甲39.6%一 シテ陰 性 者 中 「l」ノ13.9%ナ ル

ニ比 シ梢 く低 値 ナ ル モ著 明 ナ ラズ。 即 チ登 育 概

評 ニ ヨ レバ 「ツベ ル ク リ ン」反 雁 ノ陽性 者 ト陰 性

者 トノ間 二著 明 ナ ル差 異 テ認 ムル テ得 ズ。

「ツ ベル ク リ ソ」反 磨 ト號 育 概 評

＼ 反

磨

獲
育

34同 生1 35同 生
136向 生

ρ圃■■P--国■■■■■■ウ昌

合 計
「ツ ベ,レ ク リ ソ」反 晦

(一) (±) (+)
(一)1(±)ぽ+)1(一)1(±)1(+)1(一)ほ ±)1(+1

甲 13 2 13 14 2 10 23 2 15 50(43.9タ6) 6 38(39.6%)

乙 6 2 14 16 1 16 28 3 15 50く43.9%) 6
145(46・9%)

丙 1 4 6 4 7 2 5 14〔'12.2%) 213(13.5ク の

第 三章 「ツベ ルクiJン 」反雁i陰性 者 ノ胸部 「レン トゲ ン」像

「ツ〈ごル ク リ ン」反 磨 陽性 者 ガ結 核 二罹 患 セ ル モ

ノナ ル コ トハ先 ヅ今 日一 般 二疑 フ者 ナ シ ト見 テ

可 ナ ルベ シ。 然 シ乍 ラ ソ ノ陰 性 者 ガ結 核 未 感 者

ナ リヤ否 ヤ ニ就 キ テハ 今 日爾 一 定 ノ意 見 ナ キ ガ

如 シ。 乳 見 二於 ケル陰 性 者 ハ未 感 者 ト認 ムル事

二異 論 少 キ モ㈹ 成 年 又 ハ青年 期 二於 ケル陰 性者

ハ次 ノ如 キ種 々 ノ場 合 ラ考 フル コ トラ得 くごシ。

即 チ

1.結 核 未 感 者(AbsoluteAnergienach

且ayek)

2.結 核 二罹 患 シー 旦 「ツ ー9'ルク リ ン」陽 性 トナ

リ タ ル モ後 全 治 シ陰 性 トナ リ タ ル モ ノ

3.結 核 二罹 患 シ タ ル モ 「ツ ・ぐル ク リ ン」反 慮 陰

性 ノ マ ・治 癒 セ ル モ ノ
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4.結 核 二罹 患 シ而 モ 「ツ ・ごル ク リ ン」反 慮 陰 性

ノ モ ノ

(イ)結 核 罹 患 後短 日時 ナル或 ハ輕 微 ナ ル爲 未

ダ陽 性 トナ ラザ ル モ ノ(「ツベ ル ク リン」反 慮

潜 伏 期)(biologischeInkubationsperiode)

(ロ)結 核 罹 患 後 途 二 陽 性 ト ナ ラ ザ ル モ ノ

(negatiVeanergie)

(ハ)結 核 罹 患 後 一 旦 陽 性 トナル モ後 、結 核 ガ未

ダ治癒 セザ ル ニ陰 性 トナ ル モ ノ(negative

anergie)

以 上 ノ中最 後 ノニ ツハ除 外 スル コ トテ得^ご シ。

即 チ看 護 婦 ハ 入學 時 充 分 ノ禮 格 検 査 テ施 シ胸 部

二疾 病 テ認 〆ザ ル モ ノニ シテ結 核 ガ重 態 ニ シテ

「ツ・ぐル ク リン」陰 性 トナ リタ リ ト考 フル テ得 ザ

ル ガ故 ナ リ。 初 メ ノ5種 ノモ ノニ就 キ テ ハ ソ ノ

匠別 ハ 多 ク ノ場 合甚 グ 困難 ニ シテ結 核 病 竈 ノ明

瞭 ナル モ ノニ於 テノ・ソ ノ病 竈 ノ新 薔 ニ ヨ リ潜伏

期 ナ リヤ治 癒 シタル モ ノナ リ ヤ判 断 ス ル コ ト必

ズ シモ困 難 ナ ラズ。 然 シ乍 ラ ソ ノ病竈 ノ微 小 ナ

ル場 合 二於 テハ 臨躰 上 ハ勿 論 「レ ン トゲ ン」爲 眞

テ以 テ スル モ、 ソ ノ覆 見 頗 ル困 難 ナ リ トス。 結

核 初 期 感 染 ノ大 多 数 ガ小 見 ノ ミナ ラズ大 入 二於

テモ肺 二於 テ見 ラ レ、 ソ ノ治 癒後 石灰 化竈 テ残

ス コ トハ病 理 解 剖 學 上 確 實 ナ ル事 實 ナ レバ(3¢(3D

'㈹結 核 未感 染 ラ謹 明 ス ル ニ ・・
、先 ヅ胸 部 「レン ト

ゲ ン」 窮 眞 ニ ヨル ノ外 他 二適 當 ノ方 法 ナ シ。 從

ツ テ此 方 面 ノ研 究 ハ既 二登 表 ラ見 タ ル モ ノ3.4

二止 マ ラズ。例 ヘ バ小 林 博士 ハ陰 性 者 ノ胸 部 「レ

ン トゲ ン」 窮 眞 二於 テ病 竈 テ認 ム ル コ ト稀 ナル

コ トヨ リ陰 性 者 ハ未 感 染 者 ナ ラ ン ト論 ヒラ ル(9)

但 シ時 二陰 性 者 二於 テ明 二石 灰 化竈 テ認 メ得 ル

場 合 ア リ。 カ ク ノ如 ク「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性

一 シテ而 モ明 二肺 二初 期攣 化群 テ見 タ リ トノ報

告 ハ既 ニ コ ッホ(10)、ノー ベ ル及 ザ イ ドマ ン(11ノ等

ノ著 ス所 ナ リ。 佐 藤 、 木 村 氏(12)・・見 童 二於 テ陰

性 者204名 中初 期憂 化群1%、 肺 門 淋 巴 腺腫 瘍

34.8%、 肺 門 周 園 浸 潤6.・5%、 肋 膜 肥 厚 等1.O%

ア リタ リ ト云 フ。軍 隊 二於 テ・・小 林 「13)(賢語)氏 ハ

陰 性 者 中39%二 結 核 病 攣 ラ認 メ初膜月攣 化群 チ

216名 中34例 二認 メタ リ ト。 叉 高 田(14)氏ハ陰

性 者 ノ大 多 撒 二結 核 病攣 テ疑 ハ シム ル攣 化 ラ見

タ リ ト。 即 チ此等 ノ結 果 ヨ リ見 ル時 ハ 「ッベ ル

ク リ ン」 反 慮 陰 性 者 中 ニ ハ結 核 甑感 者 少 カ ラザ

ル コ ト ・ナ ル。 斯 ノ如 キ所 見 ノ相 異 ガ起 リ來 ル

所 以 ノ モ ノハ多 ク 「レン トグ ン」像 ノ判 断 ノ相 異

二依 ル モ ノ ナル ベ シ ト思 ハル。 確 然 石 灰 化 竈 ナ

リ ト考 ヘ ラル ・陰 影 二就 キ テハ議 論 埴 余地 ナ シ

トスル モ稀 澤 ナル小 陰 影 テ石 灰化 竈 ト考 フベ キ

カ或 ハ正 常 ト考 フベ キ カ ノ匠別 ハ困難 ナ ル コ ト

多 シ。 ハ イ ムペ ック`5)ハ石 灰 化竈 アル モ 「ッベ

ル ク リ ン」 陰 性 者 ハ未 感 染 者 ナ リ ト考 フ.更 二

困 難 ナ ル ハ肺 門 陰 影 ノ判 断 ナ リ トス。 限 局 セ ル

腫 瘍 或 ハ石 灰 化 竈 テ形 成 スル カ或 ハ肺 門 周 園浸

潤 ノ著 明 ナ ル モ ノテ別 ト シテ正 常 卜病 的 ト ノ境

界 甚 ダ明 ナ ラズ。 又 撮 影 ノ條 件 ニ ヨ リ病 竈 ノ表

ノ・ル ・事 ト然 ラザ ル コ トアル ラ以 テ唯 一 方 向 ノ

ミ ノ爲 眞 ラ以 テ病 竈 ノ有 無 ヲ論 ズ ル コ トハ時 二

危 瞼 ナ ル ラ忘 ルベ カ ラズ。 石 灰 化竈 或 ハ肺 門 淋

巴 腺腫 瘍 ガ結 核 以外 二於 テ モ見 ラル ・コ トラ論

ズル モ ノアル モ大 多撒 ハ結 核 ト考 フベ キ モ ノナ

ル ベ シ。 「レン トゲ ン」像 二於 テ陽 性所 見 ラ謹 シ

得 タル 時 ハ可 ナ リ トスル モ陰 性 ノ場 合 ト難 モ決

定 的 二結 核 テ除外 スル コ ト能 ハ ズ。 唯 々推 定 シ

得 ル ニ止 ル。 著 者 ハ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 テ検 シ

タ ル224名 二就 キ全 部 胸 部 「レ ン トゲ ン」窮眞 テ

撮 影 セ リ。 距 離 ハ2m撮 影 不 可 能 ナ リ シテ以 テ

80cmニ シテ全 部 同一・條 件 ズ ドニ行 ヒ タ リ
。 疑

問 アル場 合 ・・再 三 撮二影 セル コ トア リ。

ソ ノ成 績 ハ表 示 セ ル如 クー シテ肺 浸 潤
、 室 洞 等

ハ1例 モ之 テ有 セ ズ
、 肋 膜 肥 厚 ハ肺 尖 部 ラ モ親

察 シタル モ之 テ謹 シ得 ズ。 唯 右 上 、 中 葉 間 二癒

著 テ想 起 セ シム ル直 線 状 ノ陰 影 テ認 メ タル モ ノ

ァ リ。 之 ハ勿 論 結 核 以 外 二於 テ モ見 ル ラ得 ル所

見 ナ リ トス。最 モ展 ≧登 見 スル ハ限 局 セル石 灰

化 竈 ニ シテ多 クハ肺 門部 及 ソ ノ附 近 二存 在 ス
。

初 期攣 化群 ノ定型 的 ト思 ハ ル ・モ ノ1例 ア リタ

リ 。

以 上 ノ所 見 ハ 「レン げ ン像 ノ1ミII陶1二於 テ難 鮎
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第 七 表 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 鷹 陰 性 者 ノ胸 部

「レ ソ トゲ ソ」所 見

A)正 常 ト思 ・・,レ ・ モ ノ

B)
1)石 灰化竈(肺 及肺門部)

2)石 灰 化 竈 ノ疑 ア7レモ ノ

3)初 期墜化群

4)同 疑 ア ル モ ノ

5)肺 門陰影 ノ壇強

6)肋 膜肥厚

7)葉 間腓砥一
8)肺 浸潤

9)空 洞

計

134同 生

2

(10%)

6

01

1

1

。
「

。

。
「

8
知

{⊥
09(

35回 生

7
/
00

/
遵9d

・

31

31

0

3

0
AU
X
U

一〇

。
万

)/00/
608(

36回 生
一B-

127●896'、

12

18

2

1

2

0

4

0

0

39

(72・2%)

アル モ ノナ レバ百 分 率 ヲ云 々 スル ラ得 ズ トス ル

モ31同 石 灰 化竈 ラ、3同 初 期攣 化群 テ4回 葉 間

腓 脂 テ見 タ リ。 即 チ今 日 ノ「レン トゲ ン」學 上 ノ

知 識 ヨ リ見 ル ニ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 中 一

於 テ モ結 核 竈 ト思 ハ ル ・所 見 テ示 ス場 合 ア リ ト

云 フ テ得 ベ シ。 但 シ石 灰 化竈 以外 ノ著 明 ナル肺

浸潤 等 テ示 セル モ ノナ シ。 林 及 間 中 ハ胸 腔 内石

灰像 二封 スル観 察 二於 テ1千 人 中 二50人 ラ見

タ リ ト イフ モ、 コ レノ、検 索 ノ目的 ラ異 ニ スル ガ

爲 メニ來 レル差 異 ニ シテ、 石 灰 化竈 テ見 ル百 分

率 ハ割 合 二大 ナ リ ト考 ヘ ザ ル ベ ヵ ラズ。

第四章 「ツベルクリン」反磨陽性者 ワ胸部 「レン トゲ ン」像及前者 り 比較

陰 性 者 ノ場 合 ト同 一條 件 ノ下 二「レ ン トゲ ン」撮

影 ラ施 行 セ リ。

第 八 表 ノ成績 二示 セ ル ガ如 ク胸 部 二病 攣 テ認 メ

難 キ場 合 ハ ホ ・'陰性 者 ノ揚 合 ト同一 卒 テ示 ス。

又 病攣 ア リ ト云 フ場合 二於 テ モ大 多 撒 ハ肺 門 部

及 ソ ノ周 園 ノ石 灰 化竈 ニ シテ之叉 陰 性者 ノ場 合

ト同様 ナ リ。 但 シ ソ ノ石 灰 化竈 ノ数 、 大 サ等 ハ

陽性 者 ノ場 合 ガ稽 賜 星度 ナ ル ノ ミナ ラズ ソ ノ百

分 率 モ高 シ。 初 期 憂 化群 モ陰 性者 ヨ リモ梢 支多

キモ ノ ・如 クナ ル モ著 シキ相 異 テ認 メ難 シ。 肺

門部 陰 影 二就 キ テモ同 一 ノ關 係 ア リ.葉 間腓 脂

モ然 リ。 唯 此 塵 二稽 ≧明 瞭 二相 異 テ認 メ得 ル ノ・

肺 陰 影 トス。 陰 性 者 二於 テ ノ・肺 尖部 或 肺 實 質 内

二陰 影 ラ認 ム ル場 合 ナ キ ニ反 シ陽 性 者 二於 テノ・

3例 二於 テ之 テ認 メ タ リ。 勿論 ソ ノ例 撒 モ少 ク

且 ツ ソ ノ陰 影 モ凡 テ肺 尖 部 二於 ケ ル擁 痕 ト思 ハ

ル ・陰 影 ニ シテ 目下 活 動 性 トハ 思 ハ レズ。1例

二於 テハ左 鎖 骨 下 二指 頭 大 ノ圓形 ノ陰 影 テ認 メ

タ リ。 之 モ亦 活 動 性 ノモ ノ トハ 思 ハ レザ ル モ嘗

テ結 核 二罹 患 セ ル テ讃 ス ル モ ノナ リ.

卸 チ以 上 ヲ総 括 ス レバ勤 雰 二耐 工得 ル健 康 者 ト

認 ム ベ キ看 護 婦 二於 テ ハ胸 部 「レン トゲ ン」所 見

ニ ヨル モ 「ツベ ル ク リ ン」陰 性 者 ト陽 性者 ト ノ間

二石 灰 化 竈 テ除 キ テ ハ著 明 ナル差 異 ラ 認 メ 難

シ。 但 シ肺 實 質 内 二於 ケ ル陰影(多 クハ癒 痕)ハ

陰 性 者 二於 テハ認 メ得 ザ リシモ陽 性 者 二於 テノ・

3例 二之 テ見 タ リ。 肺 浸潤 或 ハ室 洞 等 活動 性 ニ

シテ治 療 ラ要 ス ル極度 ノ病 攣 テ認 メタ ル モ ノナ

シ。 即 チ ソ ノ健康 状 態 ハホ ・"小林 博 士`ω ノ調 査

セ ラ レタル海 兵 ト同 一 ト認 ムベ 久 前述 見 童 二

於 ケル成 績 及 カッテ ンテ イット(15)、有 馬(35)ノ學 生

二於 ケル調 査 ヨ リモ肺 病憂 少 シ。

第入表 「ツベルク リソ」反磨陽性 者 ノ胸部

「レソトゲ ソ」所 見

34同 生 35同 生 36同 生

A)正 常 ト思 ノ・ル ・
モ ノ

3
(8.6%)

7
(21.2%)

8
(19.5%)

B)異 常 アレモ ノ
1)石 灰 化竈

(肺門部及肺)

22 15 13

2)同 疑 アル モ ノ 3 5 10

3)初 期攣 化群 2 3 2

4)同 疑 ア ル モ ノ 1 2 2

5)肺 門陰影 ノ培弧 0 0 3

6)肋 膜肥厚 1
(肺尖部)

7)葉 間腓砥 1 1 2

8)肺 浸潤
2

綴 部)

1

(左肺尖部鍛痕及左鎮骨下綴痕)

9)空 洞

計
32

rg1.4%、 ノ

26
(78.8%)

33
(SO.5%)
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第五 章 「ツベ ル ク リ ン」反雁 ワ推移

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 ガ年 ト共 二漸 次 陽 性

二轄 化 シ行 クノ、當然 ニ シテノ、ン ブル ゲ ン及 ミコ

ル レゲ ル(16)・・1919年 二結 核 患 者 ノ周 園 二同 居

セ シ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 ノ小 見4名 ガ如 何

ナ ル経 過 ニ ヨ リ陽 性 二轄 化 スル カ テ時 日 ヲ追 ヒ

精 細 二観 察 シ且 ツ臨躰 的 ノ観 察 テモ行 ヒタ リ。

最 近 二於 テハ ノ、イ ムベック(5)、 アル ポ レリ ウ ス

(M(31)(29×32≧等 ノ研 究 ア リ.我 國 二於 テノ・小 林 義雄

博士(9)ノ 海 軍 胸 膜 炎 二就 テ ノ研 究 、 績 イ テ今 村

教 授(4x18)ノ肺 務 科 看 護 婦 二於 ケル観 察 等 コ ノ方

面 ノ研 究 大 イニ行 ハ ル ・二至 レ リ。 精 シクハ後

二述 ブベ シ。 叉 一 方 「ツベ ル ク リン」反 癒 陽性 者

ガ陰 性 二轄 化 ス ル コ トア ル カ ノ問題 ハ重 要 ナル

モ ノナ レ共 コ ノ方 面 二於 ケ ル観 察 ハ比 較 的 少 ク

上 田博 士(19)ノ・海 軍 二於 ケ ル観 察 ニ ヨ リ陽 性者 ノ

22.2%ガ 陰 性 二轄 化 セル テ報 告 セ ラ ル。 小 林 博

士 ω、 今 村 教 授 ㈹ 等 ハ之 ト反 磨 二陰 性 轄 化 ハ ナ

キ カ叉 ハ極 メ テ稀 ナ リ ト論 ゼ ラル。 余 ハ次 二 自

家 蕃見察 二就 キ テ述 ブベ シ。

第 一節 「ツ・ミノレク リン」反慮

陰 性者 二於 ケノレ該反慮 ノ推

移 、 帥陽性縛 化 二就 テ

ハ ン ブ ル ゲ ル(16)ノ 言命文 ニ ヨ レバ 「ツ ベ ル ク リ ン」

反 慮 陰 性 ノ小 見4名 ガ 偶 然 同 室 二1ケ 月 間 同 居

セ ル 開 放 性 肺 結 核 患 者 ノ爲 悉 ク 陽 性 二轄 化 シ タ

リ。 但 シ臨 林 的 ニ ハ1例 二 「ブ リ ク テ ン」テ 見 タ

ル 他 病 的 症 候 ナ ル モ ノ全 ク ナ ク登 熱 モ ナ キ コ ト

テ 見 タ リ。 今 ソ ノ例 ラ略 記 ス ベ シ。

年 齢10歳(28!1-15/皿 迄 同居)

1/皿 ピ ル ケ(一)「 ツベ ル ク リ ソ」0・001mg(一)

2/皿 「ツ ベ,レク リ ソ」0.01皿9(一)

31皿,,0・01,・(一)

41∬,,0・01・ ・(一)

13111Uf'」 レケ(一)「 ツ ベノレク リ ソ」o・oolmg(一)

14/皿 「ツ ベ〃 リ ソ」0.01㎎(一)

15/∬)tO.1,,(一)

1.0。,痕 跡16/E

1.0,,陽 性241皿

0.1,,陽 性131皿"

29!皿 ピ'レケ(十)「 ツベ,レク リソ」0.001mg(十)

即 チ此 場 合 二於 テハ 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ノ潜 伏

期 ハ1ケ 月 以 内 ト思 ハ ル。 結 核 感 染 ア リテ ヨ リ

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 トナル迄 ノ期 間 テ生 物

學 的 潜 伏 期 ト構 シ臨 躰 的 ニ ハ7日 乃 至11ケ 月

ニ シ テ精 細 二観 察 セ ル モ ノ ニ テ ハ 殆 ドー 致 シ

「ツ〈ごル ク リ ン」皮 膚 反 慮 ニ テハ4-10週 皮 内、

皮 下 反 慮 ニ テハ7週 ナ リ ト云 フ(三 プ ス タ イ≧

四 ニ ヨル) 。

1924年 以 來 ノハ イム ベ ック(5)ノ観 察 ニ ヨレバ

看 護 婦 ガ入 學 時 陰 性 ナ リ シモ ノノ・初 メ ノ6ケ 月

二22例 、1ケ 年 二33例 、2ケ 年 二48例 結 核 二

罹 患 セル ラ報 告 セル モ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ推

移 二就 キ テノ・論 ぜズ。

我 國 二於 テノ・小 林 博 士(9)ハ海 兵 ニ ツ キ 「ッベ ル

ク リン」反 癒 ノ推 移 テ1927年 來 行 ハ レ1ク 月 李

均3.27%ノ 陽性 轄 化 ラ認 メ タ リ。 山 口氏(21)ハ

海 軍 二於 テ1年 牛 乃 至2年 牛 二於 テ59.4%ノ

陽 性轄 化 テ見、 貴 島、 舳 島氏(4)ハ 看 護 婦 二於 テ

新 入 時 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 者34.0%ナ リ

シモ ノガ2年 後 ニハ75.0%ト ナ レ リ ト云 フ.

以 上 ニ ヨ リ健 康 青年 子 女 二於 テモ 「ツベ ル ク リ

ン」 ノ陽 性轄 化 ハ盛 二出現 スル モ ノナ ル テ知 ル

ベ シ。 ノ・イ ムベ ック('5)ハコ レテ重 覗 シ人 類 二於

ケ ル結 核 感染 ノ第 一期 ラ小 見 期 トシ專 ラ家 庭 内

生 活 二於 ケ ル感 染 ニ シテ軍 二小 部 分 ニ バ 行 ハ

ル。 大 ナ ル叉普 遍 的 ノ感 染 ハ青 春 期 ニ シテ勢 働

階 級 二早 ク中 流 階 級 二邊 ク行 ハ ル。 即 チ勢 働生

活 時 ノ第 二期 感 染 期 ナ リ トス。 帥 チ青 年 期 二於

ケ ル結 核 性疾 患 ハ小見 期 以 來 ノ潜 伏 感 染 ノ結 果

二非 ズ シテ此期 ニ オケル初 期 感 染 ノ直 接 ノ結 果

ナ リ ト論 ゼ リ。

余 ハ次 二看 護婦 二就 テ1ケ 年 牛 ノ期 問 二於 ケ ル

観 察 テ述 ブベ シ。
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第 九表34同 生(55名 中陰 性 者20名 即 チ36.36%)

検 査 日

「ツベ ル ク

リソ」 稀

薄 度

「ッ ベ ノレ ク リ ソ」反 鷹

陽 性 輔
化 者(一)

0-4m皿

r±)

5-9㎜
(+)

10-14㎜
(++)

15-19mm
(柵 ・

20㎜ 以 上

25/XIlg2り 1 1,000 20 0 0 0 0

201H1930 1 10,000 18 0 0 0 2 2

26/V1930 1 10,000 16 0 0 1 3 2

13!X19驚o 1 10,000 14 0 1 1 4 2

計 14 6

百分 率(全 員 二i封シ)25.5・61(陰 性 者 二i封シ)30%

1.34同 生(入 學 後1年 牛)55名

第 九 表 二示 セル ガ 如 ク第1同 検 査 時 陰 性 者20

名 即 チ36.6%ナ リ シモ ノガ1ケ 年 後 ニハ14名

即 チ25.5%二 減 少 セ リ。 從 ツ テ陽 性 者 ノ・41名

二増加 シ74.5%ト ナ レ リ。 而 シテ此 間 二於 ケ

ル陽 性 轄 化者 ノ・6名 一 シテ陰 性 者 ノ30%ガ1

ケ年 二陽 性 二轄 化 セ ル モ ノナ リ。 轄 化 ノ際 ハ表

示 ノ如 ク突 如 彊 陽 性 トナ リ、 ソ ノ轄 化 ハ極 メテ

明 瞭 ナ リ.叉 一 旦 陽 性 トナ リタル モ ノハ ソ ノ後

モ陽 性 ヲ示 ス。

2.35同 生(入 學 後 牛年)69名

第 十 表 ノ 如 ク 第1同 検 査 時 陰 性 者36名 即 チ

52.18%ナ リ シモ ノガ15ケ 月 一・・23名 即 チ

30.0%二 減 少 セ リ。 從 ツ テ陽性 者 ノ・46名 二檜

第十表

加 シ70%ト ナ レ リ。 此 間 二於 ケル陽 性 轄 化 者

ハ13名 一 シテ陰 性 者 ノ36.2%ガ15ケ 月 間 二

陽 性 轄 化 セル モ ノナ リ。 轄 化 ノ際 ハ極 メ テ明瞭

ニ シテ韓 化後 モ引 績 キ陽 性 ナ リ。 但 シ此 庭 二2

例 ノ例 外 ア リ。 便 宜 ノ爲 陽 性 轄 化 者 ヨ リ除 外 シ

オケ リ。

第1例i新 ○ マ016歳

25/XI1!,,g1千 倍 「ツNSJレ ク リ ソ」 反 旛0

24/皿1930,,,,

26/V19301千 倍 「ツ ベ ノレ ク リ ソ」"0

1萬 倍,,"0

第2例 太 ○ フ015歳

25/XI1剛1千 倍 「ツ ベ ル ク リ ソ」 反 磨0

24!II1930""0

26/V19301萬ftr-,,

13/×1930,,,,0

35同 生(69名 中陰 性 者36名 部52.18%)

腱
↓

ケ
(

15㎜(粁)

)

)

一

一

(

(

)

)

一

一

(

(
,,15㎜(柵)

(一 〉

一

検 査 日

「ツ ベ ル ク

リ ソ」 稀

薄 度

「ツ ベ,レ ク リ ソ」反 磨 1
陽 性 韓
イヒ 者(一)

0-4㎜
(±)

5-9㎜
(+)

10-14mln
(什)

15-19㎜
(柵)

20㎜ 以上

25/XI192り 1:1000 36 0 0 0 0

24/皿 梱,)

『-
1:1,000 30 0 0 1 5 6

26/V1930 1:10,000 27 0 1 4 4 3

13!X1㎎o 1:10,000 24 0 0 4 7 3

21/皿1蝋 1:10,000 23 0 0 1 5 1

計 23 13

百分 率(全 員 二i封シ)30.0?61(陰 性 者 二i封 シ)36.2グ
1

注意

以 上 ノ2例 二於 テノ・初 メ「ツベ ル ク リ ン」反 磨 陰

性 ナ リ シモ ノガ中 途著 明 二陽 性 トナ リソ ノ後 再

ビ陰 性 トナ リ シモ ノニ シテ陽 性 反癒 ラ示 セ シバ

唯1同 ノ ミナ ル テ以 テ他 ノ要 約 ニ ヨ リ1爲似 ノ反

慮 ラ示 シタル モ ノナ ル カ或 ハ眞 性 ノ 「ツベ ル ク

リ ン」 反 慮 テ示 シ後 陰 性 トナ リタ ル モ ノ ト考 フ

ベ キ カ制 断 二苦 シム所 ナ リ.團 艦検 査 ニ シテ毎

回再 度 ノ検 査 困 難 ナ ル場 合 二於 テ以 上 ノ如 キ例

(13/X、21/1陽 性 者 倣 ノ少 キノ・輻 化後 病 氣 、 死 亡 等 ニ テ検 査 シ得 ザ リシ爲 ナ1,)

二遭 遇 シ陽 性 轄 化 者 ト見 倣 スベ キ カ取 捨 二迷 フ

所 トス。

3.36同 生(入 學 直後)100名

第 十一 表 ノ如 ク初 メ陰 性者58名 即 チ5S%ナ リ

シガ1ケ 年 後 二 ・・51名EP51%二 減 少 シ從 ツテ

陽 性者 ハ42名 ナ リ シガ7名 テS曾加 シ19%二 檜

加 セ リ。而 シテ陽 性轄 化後 ハ引 綾 キ陽 性 ラ示 ス。

但 シ1例 二於 テハi黒性 肋 膜 炎 治癒 後 陰 性 トナ リ
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第十 一表36同 生(100名 中陰性 者58名 帥58%)

検 査 日

一

㌧ソベ ノレク

リ ソ」稀

薄 度

「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮
陽 性 輔
化 二者(一)

0--4㎜

(±)
5-9㎜ 、。91ユ㎜1、5雪1㎜

(帯)
20㎜ 以 上

1611V陶 1:19000 5S 0 0 0 0

13/×1930 1:10,000 55 0 0 0 3 3
-『 一 冒冒_

21/H1㎎1 1:10,000 52 1 3 0 2 3
12771v

、吟1 1:10,000 51 1 3 0 1 1

計 51 7

百 分 率 ぐ全 員 二i封シ)51%1(陰 性 者 二封 シ)12・0%

注 意

シ モ ノ ア リ後 二 述 ブ ベ シ。 又 此 虚 二前 ト同 様 ノ

除 外 例2例 ア リ。

第3例 佐CdC16歳 到 定

16/IV19301千 倍 「ツベ ル ク リ ソ」 反 鷹2㎜(一)

13/×19301萬 て苦,,,,0

2ユノ皿101;1,,,,

27/IV1931,,,,0

第4例 波 ○ ゆ018歳

15/1V19301萬 倍 「ツ ベ ル ク リ ン」 反 磨0

1611V1千 倍 ・,・,

ユ:]!×1謬 謡{音,,,,0

21/III931,,,,

27!IV,i:;1,,,,0

(一)

6"(±)

↓

掟

↓

(

瓜ナ

(

4㎜(一)

(一)

9"(±)

(一)

以 上 ノ2例 ・・前L)例 ト比較 ス レバ著 明 二非 ザ ル

モ他 ノ大 多藪 ノモ ノノ・陰 性者 ・・毎 回常 二明 二陰

性 ニ シテ浸 潤 、登 赤 等 ラ認 メザ ル テ通 常 トス。然

ル ニ上記2例 ハ コ レ ト反 シ中途 輕 度 ノ反 癒 ラ示

シ疑 陽 性 者 ト認 ムベ キ駄 態 ノモ ノナ レ共 後 再 ビ

陰 性 二返 リシ モ ノナ リ。 カ ク ノ如 キハ勿 論 明 カ

ニ陽 性轄 化者 トハ 見傲 ス ラ得 ザ ル モ、 注 意 ラ要

ス ル事 タル ラ失 ハ ザ ル ベ シ。爾 此鮎 ハ精細 二 「ッ

ベ ル ク リ ン」反 慮 テ反 復 ス レバ明 確 ニ シ得 ル ナ

ルベ シ。 弱 陽性 二於 テモ コ レニ似 タル コ トア リ

後 述 スベ シ。

4.常 内科 勤務 看 護 婦 二就 テ ノ観 察

1.総 数17名(10/IX192,,1千 倍 「ツベ ル ク リ

ン」使 用)

陽 性 者12名 一(70.6%)

陰 性 二者5名 一(29.4%)

f4名 ハ入學 後2年 牛内

11名 ハ入學 後3年 牛

陽 性 轄 化 者 、 約2ケ 年 牛 一一4名 、 即 チ陰 性

(前表 ヲ見 ヨ)

者 ノ80%ガ 轄 化 テ示 セ リ。

2.約2年 牛 後(1/1兜 現 在)

陽 性 者16名(94%)

陰 性 者1名(6%)

以 上 ニ ヨ リ當 内科 看 護 婦 ニ ア リテハ 入學 後4年

牛 以 上 テ縄 過 セル モ ノハ悉 ク「ツ 〈ごル ク リ ン」反

癒 陽 性 ニ シ テ、 陰 性 者 モ ソ ノ80%ハ 約2ケ 年

牛 ノ間 二陽 性 二韓 化 セ ル ラ示 ス。

小 括

全 検 者231名 中 陰 性 者119名 ア リ。 コ ノ中陽 性

轄 化 セ ル モ ノ30名 ア リ.1年 二ZF均25名 、 即

チ21%ノ 陽性 韓 化 ラ示 ス コ ト ・ナ ル。36同 生

二於 テ陽 性 轄 化者 少 キハ 未 ダ直接 患 者 二接 スル

機 會 少 キ爲(入 學 後1ケ 年 ハ專 ラ講 義 ニ シテ後

1ケ 年 ハ多 クハ結 核 以外 ノ患 者 ノ附 添 看 護 婦 ト

ナ リ實 地 ノ練 習 ラ ナ ス)ナ ル ベ シ トモ 考 ヘ ラル

ル モ35同 生 二就 テ見 レバ 必 ズ シモ然 ラズ。 即

チ入學 後第1年 ト第2年 トノ間 二陽 性轄 化 者 二

著 明 ノ差 異 テ認 メザ ル モ ノ ・如 シ。 當 内科 看護

婦 二陽 性 轄 化 ノ梢 ≧多 キハ結 核 患 者 二接 ス ル機

會 多 キ爲 ナ リヤ否 ヤ明 ナ ラズ。 又 表 ニ テ明 ナル

如 ク陽 陞轄 化 テ ナ セル モ ノ及 前記4例 ノ例 外 ラ

除 キ テノ・陰 性者 ハ 凡 テ常 二明 二陰 性 テ示 シ ソノ

大 部 分 ハ 全然 浸 潤 ラ示 サ ・・ル モ ノナ リ即 チ陰 性

者 ハ 常 二陰 性 ラ示 シ陽 性 者 トハ確 然 嘔 別 シ得 ル

テ常 トス。

陽 性轄 化 ノ季 節的 關 係

例 撒 少 キモ季 節 二嘔 別 ス レバ次 ノ如 シ。 即 チ4

月 ヨ リ10月 迄 ノ牛 ケ年 二8名(26.6%)ナ ル ニ

比 シ10月 ヨ リ4月 二至 ル 牛 ケ年_ハ22名

(73・4%)ノ 陽性 轄 化者 ラ出 セ リ。 即 チ春夏 二少
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第十二表

陽性輔化_ヱまL⊥15名 へ
刀 別2月4月6月8月10月12刀2月

ク秋 冬 二多 キガ如 キ感 ア リ。 然 シ乍 ラ例数 少 ケ

レバ確 ニ ハ ア ラズ。 小 林 陣士 ωハ既 二陽 轄卒 ノ

夏 期 二少 キ傾 向 アル コ トテ述 ベ ラル ・共 ソ ノ撒

値 ニハ常 二著 明 ノ相 異 テ認 メ難 シ。

陽 性 轄 化 ノ際 二於 ケル感 染 源 二就 テ

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 轄{ヒガ結 核 感染 ト關係

ア リ ト考 ヘ ラル ・以 上 ソ ノ感 染 源 モ亦 存 在 セザ

ル ベ ヵ ラ ズ。 近 時掲 乙 二於 テ モ結 核 患 者 ノ周 園

ノ検 査 ニ ヨ リ牛 激 以 上 ハ ソ ノ感 染 経 路 テ明 ニ シ

第 十
1.日 召禾04年 度(IV1929-1V1930)

1

室 陰性 陽性
番號 者 者

4510

「O

AO

ワ
・

8

9

0ユ

11

12

6

7

0

9

6

4

01

7

0

8

3

6

0

0

ー
ム

噌⊥

噌⊥

-
▲

6

7

登 病

者

1(1)

(2)

ナ シ

ナ シ

ナ シ

(1)

ナ シ

(1)

ナ シ

得 ル ニ至 レ リ.寄 宿 舎 ノ如 キ密 集 生 活 テ螢 ム場

合 開 放結'核 ノ恐 ルベ キハ 明 ナ リ トス。 看 護婦 ハ

入 學 時艦 格検 査 ニ ヨ リ病 攣 アル モ ノ・・勿 論探 用

セ ズ。 採 用 後 ハ上述 ノ如 ク 「レ ン トゲ ン」寡 兵 ニ

ヨ リ肺 二開放 性 活 動性 ノ病 攣 ナ キ コ トテ確 メ病

状 ア ル モ ノ ・・直 チ ー コ レラ精 査 シ結 核 二罹 患 セ

ル モ ノハ直 チ ー入院 治 療 シ他 二感染 セ ザ ル様 注

意 テ怠 ラザ リキ。 カ ク ノ如 キ駄 態 二於 テ陽 性轄

化 ト共 同 生 活 ノ關 係 テ見 ン トシ各 室 別 ニ オ ケル

陽 性 轄 化 ノ模 様 及 登 病 セ ル モ ノ テ検 セ ル ニ次 表

二示 ス ガ如 シ。

三 表

櫨

、
的φ

訂

ω

朋
囎
鯉

病

7/
6/

娠

獲

α
α
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1
D

、助

名

核
核

核

轟

結

病

肺
粟

肺

(

(

(早 期 浸 潤)

(粟 粒 結 核)

陽性輔 輔化月日
者

x(3)(内1名疑アル
モノ)(V3・2名)

(1)

ナ シ

(21/VI30)2(4)

(1)

V皿lo1名

皿302名

(V302名)(X302名)

皿304名

(V3の

U302名 §(X301名)

(V302名)§(ll311名)

(x30)

注 意 括 弧 内 ノ・昭 和5年 度 二於 テ登 病 叉 ハ韓 化 セ ル モ ノナ リ帥 チ室 ノ編 成 ノ攣 リタ ル後 ナ リ

2。11召 和5年 度(IVlg30-IVlg31)

411

PO

4ナ シ

510 2

・678ナ シ

71241

897ナ シ

9 8 8 3

10610ナ シ

ユ179ナ シ

12 9

1714

18 4

8

6

P
♪

]

7ナ シ

肺 結 核1
慢性腹膜炎1

粟 粒 結 核

粟 粒結 核1
渥性肋膜炎

14/Vlso

20/∬31

1/V皿 ヨo

15/VI30

02

x1

ナ シ

2

01

§1

03

ナ シ

)
名
ア
ノ

)

-
疑
モ

3

P

中
ハ
ル

(

(

.八

1

2

恥

訂

V

¶田

ノ

ノ

2

30
8

1

V

1

31

伍
2/

q

κ

鴨

2

島

2

ノ

ノ

0
召

ρ0

2

1

2

閏ヘマ

核
罎

浸

結
鞠

期

肺
早
滋

早

表四十第

3・ 同室 二結核罹患者有 無 ト陽性轄 化 トノ關係

X301名 、E3i1名

皿V311名

§X302名 、V皿3c,1名

X30

V:",

V:so]名 、皿312名

X301名 、ff301名

211皿311名

II:]rL)名
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コ

コ

　

　

1

0
』

3

4

5

同室 二結核罹患者 ナクシテ陽性轍 化 ヲナセルモ ノ(○印)

同室 二開放性肺結核患者 ヲ出 セル後 二陽性輻 化 ヲナセル モノ(×印)

陽性靱化 ヲナセル後同室 二開放 性肺結核 患者 ヲ出 シタルモ ノ(△印)

同室 二開放性 ナラザル粟粒結核 ヲ出セル後陽性韓 化 ヲナセルモ ノ(§印)

陽性轄化 ヲナセル後同室 二開放 性ナ ラザレ粟粒結核 ヲ出匂 レ場合

以 上 ノ中第 一 項 二當 ル モ ノハ 凡 テ陽性 轄 化 以 前

及 以 後 同室 二結 核 性疾 患 二罹 リタ ル モ ノナ ク、

恐 ラ ク感 染 源 ハ寄 宿 舎 同 室 以 外 二求 メ ザル ベ カ

ラズ。 胸 部 「レ ン トゲ ン」所 見 ニ ヨル モ何 等 ノ活

動 性 病 攣 テ認 メ難 キモ ノナ ル ガ故 二結 核 菌保 有

者 ガ同居 セ リ トハ考 へ難 シ。 且 ツ當 院 二於 テノ・

凡 テ夜 間 就濃 近 ク同 居 スル ノ ミニ シテ他 ハ各 々

各 科 二勤務 ス。 又 第2年 生 ハ結 核 以 外 ノ患 者 ノ

附 添 トシテ各 科 病 室 二於 テ寝 食 スル コ ト多 キ ガ

故 二寮 以外 二於 ケ ル感染 源 モ亦重 要 ナル モ ノ ト

考 ヘ ザ ル ベ カ ラズ。

開 放 性 肺 結 核 患 者 ハ罹 患 前 ハ何 等 ノ症 候 ナ ク

「レ ン トゲ ン」爲 眞 ニ ヨル モ特 別 ノ病攣 ナ ク健 康

ト認 メ タル モ ノニ シ テ罹 患 後 ノ、直 チ ー入院 セ シ

メ感 染 テ防 ギ タ ル コ ト勿 論 ナ レ共 ソ ノ登 見 以前

二於 テ モ結 核 菌 テ喀 出 セル疑 ナ キ能 ハ ザ ル所 ト

ス從 ツ テ後 日同 室 者 二於 テ陽性 轄 化 テナ セ ル モ

ノ ・傳染 源 ハ同 居 セル結 核 患 者 或 ハ室 外 ノ患 者

ノ何 レヵ ナ ルベ シ。第 三 項 二當 ル モ ノモ亦然 リ。

粟 粒 結 核 、 漁 性肋膜 炎 ノ如 ク入 院 後 モ1同 モ結

核 菌 テ喀 出 セ ヅ ル患 者 テ出 セル 同居 者 二於 ケ ル

陽 性 轄 化 ハ恐 ラ クハ室外 ノ感 染 源 テ重 要 睨 スベ

キ モ ノナ ラ ン ト思 ハ ル。 勿 論断 定 的 ノコ トハ云

ヒ難 シ トス。

以 上 ニ ヨ リコ レテ見 ル ニ陽 性 轄 化 ノ感,染源 ガ同

室 内 ニ ア リ トノ疑 アル モ ノノ・9名 ニ シテ同室 外

ニ ア リ ト考 フル方 寧 ロ穏 當 ナ リ ト考 ヘ ラル ・モ

ノ19名 ア リ。 即 チ大 罷 二於 テ約 牛撒 以 上 ハ感

染 源 ガ室外 二在 リ ト考 ヘ ラル。

以 上 ハ大 艦 ノ統 計 ナル ガ故 二(個 々 ノ例 ニ ツ キ

詳 細 二研 究 セル モ ノア レ共 多 クノ・ソ ノ感 染 源 明

ナ ラザル モ ノ多 カ リキ)断 定的 結 論 ニハ非 ザ ル

モ陽 性 轄 化 ノ感 染 源 トシテ室外 傳 染 モ亦重 要 覗

セ ザ ル ベ カ ラザ ル所 以 テ伺 フニ足 ル モ ノ ト考 フ

10名

7名

2名

4名

5名

ベ シ
。

結核罹患二於ケル感染源 ニツキテハ後述 スペ

シ 。

第 二 節 「ツ 〈ミノレ ク リ ン」反 癒

陽 性 轄 化 前 後 二 於 ケ ノレ該

反 磨iノ 推 移 二 就 テ

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 ハ経 過 テ追 ヒテ反復

該 反 慮 テ検 スル ニ常 二明 二陰 性 テ示 シ全 然 反 慮

テ起 サ ・"ルテ通 常 トス ル ハ前 節 二述 ベ タ ル 如

シ。 又 陽 性 轄 化 テナ スモ ノモ著 明 ノ轄 化 テ示 ス

テ通 常 ト シ判 断 二苦 シム場 合 少 シ トス。 但 シ少

撒 例 二於 テ ハ例 外 テ示 ス コ トハ前 節 二述 ベ タル

所 ナ リ。 此 陽性 轄 化 ラ ナ セル モ ノ ガ ソ ノ後 如 何

ナ ル消長 テ示 ス カ テ次 二述 ブベ シ。

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ハ1ケ 月毎 二行 フ テ理 想 ト

ス ル モ余 ノ場 合 ニ ハ實 施 頗 ル困 難 ニ シテ3-6

ケ月 毎 二行 へ ・レニ過 ギ ズ。 叉 強 陽 性 ノ場 合 二色

素 沈著 ラ永 ク残 ス ガ故 二該 反 慮 テ繰 返 ス コ トハ

女 性 ノ美 的 感 情 トー致 セ ズ表 中 二調 査 セ ザ ル モ

ノ少 カ ラザ ル ハ検 者 ノ怠慢 ノ ミニ因 セ ズ。 余 ノ

調 査 シ得 タル例 ノ ミニ ツ キ テ見 ル ニ30名 ノ陽

性 轄 化者 中

1.突 如 彊 陽性(十)ト ナ リ シモ ノ21名(89%)

2.初 メ弱 陽性(+)ト ナ リ後 強 陽1生(十)ト ナ リ

シモ ノ2名(第15例 及第27例)(7.4%)

3・ 疑 陽 性轄 化 ノ黙 態 テ綴 緬 ズル モ ノ1名(第

24例)(3.6%)

次 二陽 性 轄 化 ノ際 強 陽 性(十)ナ リ シ21名 中

1.轄 化 後 殆 ン ド同 一 ノ「ア レル ギー 」歌 態 テ示

スモ ノ12名(86%)

2.轄 化 後 漸 次 「ア レ ル ギ ー 」 ノ減 退 セ ル モ ノ2

名(1甥6)

内1例(第14例)ハ 粟 粒 結 核 罹 患 セ ル後 死 亡 前 二

検 シタ ル モ ノナ リ。 他 ノ1例(第20例)モ 亦 肋,
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:第十五表 陽性輔化前後 ノ「ツベル クリン」反磨

検 査 日25/XI29 24価o 261V・ ・113/】 』・

1
:10,000

211皿31 2711▽31

「轍 タリン」
…,…

1)2

2)0

3')0ノー 一.一r

4)
一_}
5)0

て ア

7.2/

8)0
、

9)
}

10)0{一.一 一一.

11)
12)二

1312一 ∈ 一

14)
_一 一 一 了 一 一、

15♪

16)0

17♪ 〇一
18)0
』 一 一_
19)0

-

20)

鍔
23)

24)
慧 一
25)

26)
一

27)

1:1,000 1:10・000;1
1

1:10,000 1:10,000

30 20 18

40 32 35

0 30

0 0 17 11

0 0 30

0 0 0 20一
25 14 20 23

18 19 20 71

3 35 18 25 t
26 一コo一 一」

221

15

0 33 15

0 30 22120 20 「

0 22122(5/XI) 13(13/XI31)1
0 0

・1一一一一一}一 直

18i2・ 、8/X皿3。) 9/X恥 死亡
0 0 11}18 25

0 0 15(16/V皿、。)!
11

23/1×30

死 亡

0 0301

0
一.一一

〇123:

3 010115 一

4(20ノ ∬31)0 20i…24/131ノ
0(1/IX3ρ

σ:1,eoO)

0 251 14

0 20 12

2 0 20
一 一一 一一

20(6/皿32)

、(1:10,eeo)

0 0 9 8

0 0 10

0 0 0 20

0(1:100) S
13e(27!IV

30)22(18/VI)
1

i8(121D島o)
:(1:1,000,eeo) 一 蒐

28)0 25(22!13。)

(1:10,0eo)

「18く19/VI
30)120(12/】【30)

1

10(6/皿32)

(1千 萬 倍)

(+)(XH究1)

29)0

喀o)圃

0 010 0 0

0 0 011と(】z/1×20); ll 1

22/V、～o左 下早期

浸 潤
15!VI30『右灘 性 肋

膜 炎 後 粟 粒 結 核

1/V皿30粟 粒 結核

9!XI30左 渥 性 肋

膜 炎

18/ID;1:左 温 性 肋

膜 炎

V皿30偶然左上早
期浸潤 ヲ獲見ス

14/130右 肺門浸

潤

1)一6):第34回 生註

20)一26)第36同 生

膜 炎、 腹 膜 炎 ヲ獲 シタ ル後 楡 シタ ル モ ノナ リ。

一 時 輕 快 セ ル モ未 ダ治 癒 セ ザ ル モ ノー シテ共 二

「子 ガ テ
ィヴュ、 ア 子 ノレギ ー」ト考 フ ベ キ モ ノ ナ ノレ

ベ シ0

3.他 ハ調 査不 充 分 ニ シ テ不 明 ノモ ノナ リ。 第

10例 、 第13例 、 第?1例 、 第22例 等 ハ 反 慮

幾 分 減 弱 セル モ試 瞼 テ反 復 セザ リ シ ヲ・以 テ強

度 二就 テ云 々 ニ シテ避 ク可 シ。

4.車 專化 後 階 段 的 二上 昇 スル モ ノナ シ。

小 括

「ツベ ル ク リ ン」陰 性 者 ノ陽 性 二轄 化 ス ル場 合 ノ

7')一19)第35同 生
27)一30)當 内科看 護婦

大 多 敷 ハ突 如 強 陽 性 トナル モ ノニ シ テ初 メ弱 陽

性 トナ リ後 弼 陽性 トナ ル モ ノハ稀 ナ リ.又1例

二於 テハ(±)ノ 状 態 テ縫 績 シ疑 陽 性 轄 化 者 ト考

ヘ ラル ・モ ノ ア リタ リ。

又 轄 化後 一 旦 張 陽 性 トナ リ タル 「ツベ ル ク リン」

反 雍 ハ大 多 数 例 二於 テ ソ ノマ ・綴 績 ス ル モ ノニ

シ テi逐次 檜 弓墨セル モ ノナ シ。2{列 二方秦テ ハ車專化

後 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 漸次 減 退 途 二陰 性 トナ リ

シモ ノ ァ レ共 、 共 二 「子 ガ ティー ヴェ、 ア 子 ル ギ

ー 」 ト考 フベ キ モ ノニ シテ後 二登 病 ノ:章二於 テ

詳 述 スベ シ。
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以 上 ノ結 果 ハ小 林 博 士(9.ガ1ケ 月毎 二調 査 セ ラ

レタ ル所 ト大 磯 一 致 スル モ ノー シテ結 核 二罹 患

シ「子 ガ テ1ヴ ェ、 ア 子ル ギー」トナ ル以 外 二於 テ

ハ 陽 性轄 化 者 が陰 性 トナ リタ ル モ ノ ー 遭遇 セ

ズ。 但 シ第 一 節 二述 ペ タ ル如 キ例 外 ア ル ラ忘 ル

ベ カ ラズ。 自Pチ軍 二時 々検 シタ ル 「ツベ ル クリ

ン」反 慮 ノ糸吉果 ノ ミヨ リス ル時 ハ陽II生ヨ リF会ll生

二轄 化 セ リ ト見 ユ ル場 合 ア ル コ トナ リ。

又 前 述 ノハ ンブ ル ゲ ル(16　ノ例 二於 テハ陰 性者 ハ

凡 テ漸 次 階 段 的 二強 キ 「ア レル ギー」テ示 ス ニ至

ル モ ノニ シテ余等 ノ例 ノ如 ク突 如 強 陽 性 トナル

場 合 ナ シ。 カ ク ノ如 キ相 違 ハ余 ノ検 査 ノ間隔 ノ

長 キ爲 ナ ル が如 キ モ小 林 博 士 ㈲ ノ1ケ 月毎 ノ結

果 ト比較 シ前者 ハ 小 見 ニ シテ後 者 ノ、青年 ナル ノ

相 違 モー一原 因 テ ナ ス モ ノナ ラ ンカ。

第三 節 「ツ〈ミノレク リン」反癒 疑

陽 性者 ノ該反 癒 ノ推移 二就 テ

「ツベ ル ク リン」反磨i疑陽 性 者 トハ 浸潤 ノ直 径4

-9mmノ モ ノテ云 フ。 カ ・ル例 二於 テハ:更二

濃厚 ナ ル 「ツベ ル ク リ ン」液 テ使 用 ス レバ 陽性 ヵ

陰 性 力判断 シ得 ル場 合 ア ルベ シ。然 シ乍 ラ1000

倍 以 上 ノ濃 度 例 ヘバ100倍 「ツベ ル ク リ ン」二於

テ ハ ソ ノ中 二含 マ ル ・諸 種 物 質 ノ爲 二非 特 異 性

ノ反鷹 〃起 ス恐 レ有 ル爲 二陰 性 陽性 ノ嘔 別 常 二

必 ズ シモ容 易 ナ ラ ズ。 余 ノ観 察 二於 テハ反 復 反

第十六表

庭iテ検 スル能 ハザ リ シテ以 テ唯 々1同 ノ結 果 ナ

ル が故 二正確 トハ云 ヒ難 シ トスル モ カ ク ノ如 キ

疑 陽 性 反 磨 ラ示 シ タル モ ノハ後 日如 何 ナル態 度

テ トル カ、 凡 テ陰 性 トナル カ、 陽 性 二傾 クカ、

或 ハ常 二疑 陽 性 反 慮 テ呈 スル カ。 次 表 二明 ナ ル

が如 ク11例 中 二例(第8、 第9例)ヲ ・除 キ他 ハ 凡

テ同 一程 度 ノ反 慮 ラ示 ス カ或 ハ増 強 スル モ ノナ

リ。 反 慮 陰 性 トナ レル モ ノナ シ。

●

●

-
⊥

Ω
∠

●3

註

同 一程 度 ノ反 磨 テ示 スモ ノ4例(5例?〉

増 強 セ ル 反 慮 テ 示 ス モ ノ

(十)ト ナ レ ル モ ノ

(十),,

(帯),,

反 慮 減 弱 シ陰 性 トナ レル モ ノ

6例

1'壬　i唖(2{　"～>

2例

2例

ナ シ

:第8例 コ ノ例 ノ・1萬 倍 二於 テノ・陰 性 ナ リ シモ1

千 倍 ニ テ ・・(±)ヲ 示 シタ リ シモ後1年 後1萬 倍

ニ チ モ陽 性 ヲ示 シタ ル モ ノニ シ テ陰性 者 が陽性

靱 化 ヲナ セ ル モ ノナル ヤ モ知 レズ。

第9例 検 査 不 充 分 ニ テ判 断 シ難 キ モ ノナ リ。 恐

ラ ク:大ナ ル攣 化 ナ カ リシ モ ノ ト思 ノ・ル。

小 括

疑 陽 性 者 ハ 反 復 検 査 ス ル ニ 同 一 程 度 二反 慮 ス ル

カ或 ハ 「ア レ ル ギ ー 」状 態 テ増 張 ス ノレモ ノ多 ク陰

性 ニ ナ リ シモ ノナ シ。 叉 「ア レ ル ギ ー 」強 陽 性 ト

ナ リ シ モ ノ ・中 ニ ハ 陽 性 轄 化 ヲ ナ セ ル モ ノ ト考

フ ベ キ哲理モ ア ル ベ シ ト思、ハ ル 。

疑 陽 性 者 ノ「ツ ベル ク リ ン」反 応 ノ推 移

検 査 日
「ソ ベJレク リン」

稀 薄 度

)1

)2

)3

)4

)FO

の
試
2
鋤

)9

25/XI1929

1:1,000

7

7

7

8

7

7

8

24/皿1930

1:1,000

17

17

7

6

14

30

25

15/1V30

1:10,000

0

0

10)7

1611V30

1:1,000

5

8

27/1V1931

1:10,000

3(13/X30)

0

9

1:10,000

0(21価1)

1:10,000

10(2ηIV31一
34回 生

}一

}一
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第 四節 「ツベノンク リン」反慮 陽

性 者 二於 ケノレ該 反癒 ノ推移

所 謂陰性 縛化 ノ存 否

既 二此章 ノ初 二述 ベ タル ガ如 クー 旦 結 核 二罹 患

シ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 トナ リタル モ ノガ結

核 ノ治 癒 スル ト共 二「ツベ ル ク リ ン」反 慮 モ亦 減

弱 シ逡 ニハ陰 性 トナ ル ベ キ コ トハ既 二多 ク ノ學

者 ノ論 ズ ル所 ニ シテ働、 著 明 ノ灰 化 セ ル初 期攣

化 群 ラ示 シ乍 ラ「ツ!ごル ク リ ン」反 慮 陰 性 テ示 ス

ハ カ ・ル例 ナ リ トノ論 テ ナ ス モ ノァ リ
。 余 モ第

三 章 二於 テ カ ・ル例 ノ存 在 スル コ トテ見 タ リ。

又 ハ イム ベ ック(5)ハ學 齢 期 二 「ツベ ル ク リ ン」陽

性 率 高 ク青 春期 二却 テ低 キハ コ ノ間 二 「ツベ ル

ク リ ン」反 磨 陰 性 トナ リ シモ ノ ト考 ヘ ザ ル ベ カ

ラズ トナ ス。 然 シ乍 ラ以 上 ハ唯 間接 ノ謹 明 ニ シ

テ直接 陰 性 轄 化 テ謹 明 セル モ ノナ シ。 上 田 博士

(19)ハ海 軍 二於 ケ ル調 査 二依 リ陽 性 者 ノ22%ガ

陰 性 トナ ル トノ報 告 ラ登 表 セ ラ レ、 之 二封 シ小

林 陣士 ハ反 駁 シテ陽 性 ト陰 性 ト ノ境 テ 例 ヘ バ

10mml・ スル場 合10mmラ 示 シ陽性 ナ リシモ

ノガ後9又 ノ、8mmト ナ リ シ場 合 ハ陰 性 ト見 倣

ス ガ故 二陰 性 轄 化 ガ多 キモ ノナ ラ ン ト ノ意 見 テ

述 くごラ レタ リ.即 チ眞 性 ノ陰 性 轄 化 ハ更 二極 メ

テ稀 ナ ル モ ノナ ラ ン ト。 小 林 博士(9》自身 ノ調 査

及 今 村 陣士 ω㈹ ノ調 査 ニ ヨ レバ陰 性 轄 化 ハ ナ キ

カ又 ハ極 メテ稀 ナ リ ト云 フ。 不 完全 乍 ラ次 二余

ガ陽 性者76名 二3ケ 月 或 ・・1ケ 年 後 ニ ツ キ調

査 セ ル所 テ述 べ ベ シ。

第 十 七表 テ縛 括 スル時 ハ

1.

2.

3.

「ア レ ル ギ ー 」二攣 化 ナ キ モ ノ

32名(・1,2%)
へ

「ア レル ギ ー 」 ノ檜 張 セ ル モ ノ

34名(45%)

「ア レ ル ギ ー 」ノ減 弱 セ ル モ ノ

10名(13%)

第十七表 「ツ ベノレク リ ソ」反 慮 陽 性 者 ノ該

反 磨 ノ推 移
1

251XI29
1:1,000

24/皿30

1:1,eeo

}

L嘩

li姿
i29
1i海

駈

境

壷

1塁

宙馨

39

25/XI29

1:ユ,000

24/皿30

1:1,eoo }灘 耀 名ll
1i 11 12 12 `D`,

r♪r♪

一　 -

2s

17 15

う1

三1

ゴ

ち1

でi'
-1

71
_「

1

12け;5 12 13 10

12 50

}

12

一一

27/54
1

24 20

12114 13 30
-}_

`D・D

曜,♂ ♪

「

厘
1{塗

1摩

胆

塵

,i塗
:60

61
一

14 121

13130
「

一一

B 2C1釧0/1
　

13 15 14
」

21/57 12
L6.一

[7
ト

13 14 14 30

一 ●

20

8
-

21
1

10

一--

14}20 14 20 0・18)112
」

14 20 15 32 2＼12)

一

〇

14 3壬 15 13 8

些1

1

14125 15

20
τ}7-

2壬
1:62

15 18

17 33 15 27

一

63
-

64
一

65
『

66
}

67
-

68

69
『

70
-

71

売

『一

α'1S・
工こ

2

璽1 18 23 18

}

33

1

10 18

」

唱

11
-

14
-

20

1S 20 19 13 15 12

19 19 20 40 0(18) 5

20 15 20 19 0(12, 0薯
翌

垂1
璽1

24 30 20 30 10 12

30

30

30 20 20 0、15ン 0

18

一

1些

i竺

農
座
1蟄

146

壌露

21 32 25 10

33 20 21 30 18 12

33 25 21

一 一

23

1_

窪

笹

互
76

1

213'・
'

12

}

21
-

22

弱召0

24

34

10

30 22

一一

30

_:

剣 17 10

27 24 33 10 14
一1

10 11 25 10 15 13

25 11 22 1
--1

511 29 13 12 8

死 一i2『!251

4.「 ア レル ギー」ノ浦失 七 ル モ

ノ即 チ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ

陰 性 トナ レル モ ノ ナ シ

小 括

初 メ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 ナ リ シ76名 二就

キ3ケ 月或1ケ 年 後 再 度 「ツベ ル ク リ ン」反慮 テ

試 ミタル ニ ソノ反 慮 ノ増 強 セ ル モ ノ及 攣 化 ナ キ

モ ノ大 部 分 ラ占 メ反 慮 減 弱 セ ノヤモ ノ少 シ。叉 「ツ

ベ ル ク リ ン」 反 庭1陰性 トナ リタ ル モ ノナ シ。EP

チ余 ノ調 査 セ ル ガ如 キ短 時 日 ノ間 二陰 性 轄 化 テ

ナ ス モ ノ極 メ テ少 キモ ノナ ル ベ シ。

第六章 「ツベルクリン」反雁陰性者 卜陽性者 卜訓艦温 二就 テ

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者及 陽 性 者 二毎 日3同
朝S時 、 正 午 午後 一1,時検 温 セ シメ]週 間 ノ温 度
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表 ラ作製 セ シ メタ リ。 検 温 パー 々醤 師 ノ監 視 ノ

下 二行 ヒタ ル モ ノニ非 ザ ル ラ以 テ悉 ク之 テ信 ズ

ル能 ハ ザ ル コ ト勿 論 ナ リ。 昭 和4年12月 上 旬

ノ成 績 ナ リ。 凡 テ健 康 ニ テ勤 務 中 ノモ ノナ リ。

第 十 八 表 ノ成 績 テ見 ル ニ毎 日 ノ最 高 温度36・5-

37度 ニ シ テ1日 ノ艦 温 ノ動 揺1度 以 内 ノモ ノ

孚 撒 テ超 工36.5度 以 下 ・・約10%37-一 一・一一一・37.5度

ノモ ノ約15%一 シテ ソ ノ中大 部分 ハ1日 ノ動

揺1度 以 内 ノモ ノナ リn陰 性 者 ト陽 性 者 ト ノ間

ニ ハ殆 ン ド差 異 テ認 メ難 シ。1日 ノ膿 温 ノ動揺

ノ1度 以 上 ノモ ノ8名 中 二於 テ モ後 日罹 病 セ ル

者 ハ僅 一1例 二過 ギ ズ シテ他 ハ今 日迄 満2ケ 年

健 康 ニ テ勤 務 セ リ。 叉37度 以 上 ノモ ノ15名 二

就 キ テハ 中1例 ハ粟 粒 結 核 二他 ノ1例 ハ肺結 核

二罹 患 セル モ他 ハ 今 日迄 健 康 ナ リ。 又 陽 性 轄 化

セ ル モ ノテ見 ルニ何 レノニ群 二特 二 多 シ トモ思

ノ、レズ
o

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 ノ7名(18%)二 微 熱

アル コ トハ表 ニ ヨ リテ モ明 ニ シ テ ソ ノ中3名 ハ

陽 性 轄 化 テナ シ タ レ ドモ他 ハ ソ ノ後 モ常 二 「ツ

ベ ル ク リン」 反 慮 陰 性 ノモ ノナ リ.カ ・ル例 テ

見 ル ニー 般 症 状 二何 等 ノ異 状 ナ キ モ唯 々微熱 ア

ル テ訴 へ胸 部 「レ ン トゲ ン」爲 眞 ラ撮 影 ス ル ニ石

灰 化 セル宅i刀期i愛化 君羊等 テ見 ル コ トアル ノ ミニ シ

テ他 二異 状 ナ ク甲歌 腺 ニモ外 観 上攣 化 ナ ク微熱

ノ原 因不 明 ノ モ ノナ リ.而 モ常 二 「ツ(ごル ク リ

ン」反 鷹 陰 性 ナ ル モ ノナ リ。

第十入表 「ツベル 〃リソ」反唯陰性者及陽性者

ノ禮温(健 康時1週 間 二於 ケル)

最高11日 ノ
盟温 動 揺

36.5
　

37.0

37.0
　

37.5

37.5

以 上

計

以 下[1Cつ 以 上 ⊥

1C。以 下23名 、

1C。以 下0

1C。以 上

陰 性 者1陽 性 者

llタ61
11/ %

1さ名(a)110
・5タ避 9.3%

}4名(cl

23名＼b'll::;;12姦

つ
「1

63.0%

9.3%
1

4名 、d)

13名(e)

10・5%
17名(dり

S・0%1・ 名

16.2%

2.2%

O
AU 18-1!

38名}嚇 名

註
a)4名 中 ソノ後 陽 性 二輻 化 セ ル モ ノ

b)23名 中 ・,

(中1名 ・・早 期 浸 潤 ヲ惹 起 ス)

c)4名 中,,

(中1名 ノ・粟 粒 結 核 トナ ノレ)

d)4名 中,,

(中1名 ・・粟 粒 性 結 核 トナ ノレ)

e)3名 中"

c1)4名 中 ソノ後 肺 結 核 トナ リ シモ ノ

d!ノ7名 中,,

第七章 「ツベルクリン」反雁陰性者 ワ陽性輻化前

後 ワ膿況殊 二胸部 「レン トゲ ンニ所見

「ツ〈ごル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 ガ結 核 ノ感染 テ受 ケ

或 ル潜 伏 期(エ プ ス タ1ン(20)ニ ヨ レバ約7週 間)

ラ経 テ「ツベ ル ク リ ン」反慮 陽 性 トナ ル ノ際 多 ク

ノ・何等 ノ症 状 テ モ示 サ ザ ル ラ通 常 トズSb健 康

ナ ル 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 者 ノ多 クガ結 核 ノ

既 往 症 ナ キ鮎 ニ テ モ知 ラル ・所 ナ リ。 然 シ乍 ラ

時 二叢 熱 ラ來 ス コ トア リ。之 子初 期 装熱lInitial-

fieber)ト 構 シ 「ツベ ル ク リ ン」反 癒 陽 性轄 化 時

二見 ル ト云 フ。 多 クハ不 規 則 ニ シテ1-2週 間

繊 績 ス。 又 結 節 性 紅 斑 ノ登 現 スル コ トア リ。「レ

ン トゲ ン」 ニ ヨ リ肺 門腺 ノ墳 大 スル コ トア リ ト

云 フ㈹。 又 一 般 症 状 ト シテハ氣 分 ノ攣 化、 倦 怠

名

名

噌⊥

ρ0

3名

2名

名

名

名

-
⊥

-
⊥

コ⊥

食 慾 不 振 、 顯 痩 、 下痢 テ來 ス場 合 ア リ ト云 フ.

以 上 ハ獲病 ナ ク シ テ陽 性 韓fヒ セル場 合 、 殊 二11・

見 ニ ツ キ テ ノ観 察 ナ レ共 成 人 二於 テモ ホ ボ 同様

ナ ル コ トハ既 二學 者 ノ論 ズ ル所 ナ リ.例 ヘ バ ァ

ル ポ レ リウz=1℃ハ陸 軍 二於 ケル観 察 ニ ヨ リ小 林

博 士'9し 、海 軍 二於 テ精 細 ナル研 究 テ行 ヒ51%

・・無 症 状 ナ リ ト論7((3L)・;o。

余 ハ 「ツ〈ごル ク リ ン」連 緬 検 査 ノ都 度 陽性 轄 化 テ

ナ セ ル者 ニ ッ キ直 チ ニ胸 部 「レ ン トゲ ン」爲 眞 テ

撮 影 シ陽性 轄 化前 ノモ ノ ト比 較 セ リ。 又 登 熱 ソ

ノ他 ノ病 歌 テ呈 セ ル モ ノニ於 テモ 直 チ ニ 「ツベ

ル ク リ ン」 反 慮及 胸 部 「レン トゲ ン」窮 眞 テ撮 影
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第十九表 陽性輔化前後ノ膿況

陽性
韓化

24/皿31)

241塒o

26!V30

261V30

13/X,≧o

131X.30

24/1Lo

26/V30

13/×30

16/V皿:30

21/∬31

13/】』o

腰 病

22/V30左 下

早期 浸潤

15/VI30右 濠≒

性 肋 膜 炎 後

粟 粒 結 核 ニ
テ9/XII30死

亡 ス

凝 然

1ケ 月前2

日間38.6C'
ノ登 熟 ア リ

1ケ 月 前2

日間38.5C。
ノ號 熱 ア リ

2ケ 月前 口

狭 炎 ニ テ
39.5℃ 後微

熱 ツ ヅ ク

C

コ

∬

タ

38

出

リ

前

日

ア

20

ー

ト

2/V皿獲 熱 後1

器/鑑瀦
一1

十

十

十

9!XI30ズ 己但ll 十

漁 性 肋 膜 炎

咳漱

十

少 々

十

十

十

十

藏痩

僅 カニ

十

十

胸 部 「レ

陽性轄:此前

12/X恥 右 腕 胸 積

大

10/XHzg両 側 肺 門

部 灰 化 竈

12/n:2g攣i化 ナ ジ

71Xπ2g攣化 ナ シ

11/Xπ29攣 化 ナ シ

12/Xπ右 月市『1『音区
二灰 化 竈

13/X∬29右肺 門 下
二灰 化 竈 ア リ右

肺 門 陰 影 精 強 シ

131X晦 著 攣 ヲ認

メ フご

14/X∬29在郷市P弓音区

灰 化竈 ラ シキ モ
ノア リ

14/X皿2り;苦髪 ナ シ

18/X皿2q著攣 ナ シ

18/皿苦髪 ナ シ

12/XII2g著攣 ナ シ

161XE29右 肺 門 陰
・景多僅 二士暑「弓五玉セ リ

13/XH2g右 肺 門 二

灰 化 竈 ラ シキ モ
ノ ア リ

18/X瓜2Ω灰 化 竈 右

下

18/XI[i墜化 ナ シ

11SIX∬2g左 肺 門 腺

i・..灰化)ヲ 認 ム

i

+{

「レ ン ト ゲ ン」所 見

陽 性 輔 化 後

2S/皿30右鎖 骨 下 浸 潤 様 ノ陰 影 、1/V～り

右 ノ陰 影 ナ シ

28/皿30左肺 門 部 腫 瘍 朕 二増 強

28/V30縮 小 ス

2S!V30攣 化 ナ シ、18/1×30攣 化 ナ シ

7/V:～o、16/X:切 愛 化 ナ シ

24/X攣 化 ナ シ

9/V・M攣化 ナ シ

28/皿30攣 イ七 ヲ認 メ:ズ 、28/V30攣iイ 七ヲ

認 メ ズ

潮 凪30右肺 門腺 腫 瘍 状 二陰 影 ヲ示 ス、
24/V30同様i、5/▽H3岨)同様13/1X稽 縮 小 ス

1/Xπ3・左 肺 尖 肋 膜 肥 厚 、右 肺 門 同 前
2/∬31同前 、7/1V31、21/VI31右 肺 門 ノ

陰 影 縮小 シホ ・・輔 化 前 二蹄 ル

28瓜;・右 肋 間 陰 影 腫 瘍 朕 二増 大 ス

28/V30禾自験こ糸宿!』、ス

28瓜,著 墜 ナ シ、右 第 二 肋 骨 二糸織犬

ノ陰影 ア リ、/V・31同様

2S/▽攣 化 ナ シ

一

28/皿右 肺 間腫 瘍:欺 二士曾強 ス 、28/V30

爾 同様 ナ リ、9/V3祠 様 腫 大 セ リ

28/V30右 氣 管 副 腺腫 大 セ ル ノ ミ、右

:第二肺 門 二浸 潤 様 ノモ ノア リ
21/VI30右 肋 膜 二滲 出液 ア リ、30/V皿

滲 出 液 ナ シ、1/XI粟 粒 結 核

28/平 ～1、憂 化 ヲ認 メ ズ、9/▽:;1攣i化 ヲ認

メ ズ

　

24/×30墾化 ナ シ

8/XI:;彪 遷化 ナ シ 、9/▽:1!攣 化 ナ シ'

20佃 憂 化 ナ ン

1/X恥 左 側 漁 性肋 膜 炎、10/1:31左 滲

出液 ナ シ古 葉 間癒 着、2/皿31右 側 灘

性 肋 膜 炎 、17価31増 悪 ス、28/m{1爾

少 量 ノ滲 出 液 ア リ、1/1×31右Rand
linieヲ 淺 ス ノ ミ

5/X恥 右 肺 門 腺 腫瘍 状 二腫 大 ス

27/1,;1前 卜同 ジ
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2213/×30 一 一 一 一 8/皿30右肺門部灰化竈、17/1右肺門

部稚 く増 強

2321/皿31

24,,

25,,

26_27/1V31

2727/IV30

18/皿31右側

灘性肋膜炎
十 十 一 10/Xπ3・右 肺 門 下

二灰 化 竈 ア リ

7/∬31攣i化ナ シ、16/臨1同 前 、28価

左 側 滲 出 液 、1811V31滲 出液 ナ シ、
2SIV3【同 前 、6/皿32同 前

一 一 一 一 8/X∬30著攣 ナ シ、20!皿b1攣 化 ナ シ

一 一 一 一 29/1右 肺門陰影

稽増強

20瓜1右 同前左肺門部腫瘍状 ノ陰
●

影 ア リ

一 一 一 一 8/XII3・攣 化 ナ シ 一

X皿30偶然左
上 早期空洞
ヲ獲 見ス

一 曹一一曽

微:熱 ア リ 十 十
1/V2り左 肺 門 部灰

化竈 、12/皿30同前

一一
11V30周前、㎜30左 鎖骨 下二浸潤及

空洞 ア リ後硬化 シ皿31爾 硬化竈 ヲ
見ル

28221130

一』 『 一'一一 1

14/130左 肺

門 部浸 潤
微:熱 ア リ 十 十

23/×29右 葉 間癒

著

1711窪o右肺 門 部 腫 瘍 状 二増 大 、11皿30

稚 く増 大 、28ノ∬30肺門 周 園浸 潤?
16/VI30精 綿 宿小 ス、4/XH30大 イニ縮

小 ス、26/皿31筒 残 存 ス、41皿32同 前

29X皿31 一
一

一 一 一 27/1×30攣 化 ナ シ

30 2311X,。i 一
2ケ 月前 微

熱 ア リシ事
ア リ

2ケ月 前

二僅 カ
ニ ア リ

一 1/V3。著攣 ナ シ 51×3。著憂 ナ シ

計 7 12 1016

(登病倒 ・・後述)

セ リ。

第 十九 表 中 陽性 轄 化 期 ノ月 日テ記 入 セ ル モ コ レ

・・陽 性 韓 化 ノ確 實 ナ ル月 日テ示 スモ ノー ア ラズ

シ テ「ツベ ル ク リ ン」反 感 陽 性 トナ ル コ トヲ'見出

シ タル試 験 日 テ掲 ゲ タ ル ニ過 ギ ズ。第 十 五 表 ト

比 較 ス レバ意 味 自 ラ明 トナ ル可 シ。

第 十 九表 ノ成 績ヲ 見 ル ニ陽 性 轄 化30名 中7例

ノ結 核 性 疾 患 罹 患 者 テ 出 セ リ。 コ レニ就 テハ後

彰 二於 テ詳 述 スベ シ。 ソ ノ他 ノ例 二於 テハ5例

二於 テ韓 化 前 二(1・2ケ 月 前)1-2fl間 綾 熱 セ

ル モ ノラ見 タル モ コ ノ登 熟 が結 核 感染 ト関係 ア

リヤ否 やノ・不 明 ナ リ トス。但 シ ソ ノ他 二咳漱 、

喀 淡 雪 ナ ク全 ク健 康 状 態 ニ テ勤 務 セ リ。 又 登 熟

テ見 ザ ル モ ノニ於 テハ以 上 ノ如 キ症 状 ナ ク唯1

例 二於 テ軽 度 ノ咳漱 、 喀 疾 ア リ シ ノ ミニ シテ健

康 状 態 ナ リ。 即 チ陽 性 轄 化 者 ノ77%ハ 何 等 ノ

著 明 ナ ル病 症 ナ ク シテ経 過 スル モ ノナ リ。

「レ ン トゲ ン」胸 部 所 見

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 轄 化 後 ノ胸 部 所 見 テ轄

化 前 ノ掛 構 寡 眞 ト比 較 観 察 スル 二次 ノ如 シ(罹

患 例 テ除 ク)。

1.憂 化 テ認 メ難 キ モ ノ14例(61%)

2.肺 門陰 影 ノ」曾彊 セル モ ノ7例(30%)

(イ)月重傷 封犬ノモ ノ6例

右 側4例

左 側2例

(ロ)ソ ノ他 ノモ ノ1例

3.鎖 骨 下 二浸 潤 様 ノ極 メテ薄 キ

陰 影 アル モ ノ 2例(9%)

1.即 チ陽性 轄 化 ノ場 合約 牛 敷 ハ胸 部 「レ ン ト

ゲ ン」 像 二於 テハ韓 化前 ト同様 ニ シテ全 ク憂 化

ヲ'認メ難 キ モ ノナ リ。

2.攣 化 ラ認 ム ル モ ノ ・大 多数 ハ 肺 門 陰影 ノ増

強 ニ シテ而 モ腫 瘍 歌 二周 園 ト明確 二境 界 ス ル陰

=影テ認 ム ル コ ト多 シ。 而 シ テ右 側 肺 門 ハ 左側 肺

門 ヨ リモ 多 ク侵 サ ル ・モ ノ ・如 シ(6例 中4例)

以 上 ノ如 キ腫 瘍 状 ノ肺 門 陰 影 ハ恐 クラ肺 門淋 巴腺

ノ腫 脹 セル モ ノ ト考 ヘ ラル ・モ カ ・ル場 合 ソ ノ

原 磯 竈 ト思 ハ ル ・肺 ノ攣 化 ハ認 メ得 ザ リ製 鋼

叉 一 旦腫 脹 セ ル肺 門 淋 巴 腺 テ夏 二繊 細観 察 セ ル

1ケ 月後 向縮 小 セザ ル モ ノ1例

3ケ 月後 鞘Z縮 小 セ ル モ ノ2例

約1ケ 年 後 漸 次 縮 小 シ封 構 ト同様 ノ

陰=影 ノ程 度 トナ レル モ ノ1例

15ヶ1'後 翁 同様 ノ陰 影 ラ示 スモ ノ1例
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即 チ カ ・ル肺 門 淋 巴腺 腫 大 ハ撒 ケ月乃 至年 絵 ノ

後 漸 次縮 小 ス ル モ ノ ・如 シ。 又 コ ノ肺 門淋 巴腺

ト同 時 二副気 管 腺 ノ腫 脹 セ ル モ ノハ後 述2例 ノ

粟 粒 結 核 二於 テ見 タ ル ノ ミー シテ前 述 ノ5例 二

於 テハ 之 テ認 ム ル能 ハ ザ リキ。

3.1例 二於 テハ右 鎖 骨 下 二浸 潤 様 ノ陰 影 ア リ

シモ3ケ 月後 三八 溝 失 セ リ、 何等 ノ病 状 テモ認

メ難 シ。

他 ノ1例 ハ右 第 二 肋 間 二線 状 ノ陰:影 ア ル モ ノ ニ

シテ浸潤 トハ 考 へ難 キ モ ノ ナ リ.

4.陽 性轄 化 テ ナ セル モ ノ ・轄 化前 陰 性 時 ノ胸

部 「レン トゲ ン」像 テ他 ノ轄 化 セザ ル陰 性 者 ノ ソ

レ ト比較 シ特 二相違 テ認 メ難 シ。

附

第 五 章 第 一 節 二述 ペ タ ル が如 キ疑 陽性 轄 化 者 二

就 キ テ ノ観 察 テ次 二述 ブベ シ。

第1例

疑 陽 性轄 化 胸 部 「レン トゲ ン」像

24/聾、。

第2例

29/V、。

第3例

21/皿,1

第4例

'1/∬31

12/xn2912/π30

30/IV:;u]/XLo

18/Xn2g.,"1/V3`}

7/皿、1

攣化 ナシ

攣 化 ナ シ

9/X賑U20/肱1憂 化 ナ シ

9/X皿:～020/皿3]礎 化 ナ シ

即 チ疑陽性轄化 ノ前後 二於 テ攣化ヲ認 メ難 シ。

第八章 「ツベルクリ乞 反/1陰 性者 二発現 セ シ結核性疾患 二就 テ

「ツ 〈ごル ク リ ン ア レ ル ギ ー 」ト結 核 免 疫 ト ノ關 係

ニ ツ キ テ ハ 今 日 爾 議 論 暉 々 一 シ テ一 定 セ ズ 。 免

疫 ト関 係 ア リ ト ノ意 見 ノ モ ノ モ(22)ハ ン ブ ル ゲ ル

ノ如 ク勿 論 比較 的 ノ免 疫 ニ ス ギザ ル モ ノト考 フ

ル テ普通 トスnコ ノ問題 ハ 頗 ル重 要 ナル 問題 ナ

レ共 ソ ノ解決 ハ甚 ダ困難 ナル事 ナ リ。 從 來 「ツ

ベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 ト陽 性 者 ト ノ間 二於 ケ

ル結 核罹 患 ノ比較 研 究 ハ2.3一 止 マ ラズ。 フ

ラ ン ツ(23)・・1902年1000名 ノ兵 士 二就 キ 「ッ〈ご

ル ク リ ン」 反 慮 テ検 シ3年 後 二於 ケ ル罹 患 状 態

ニ ツキ1909年 二報 告 セ リ.ソ ノ結 果 ・・次 表 ノ

如 シ。

第二十表 フラ ソツノ報告(3ケ 年 間 ノ罹病例)

第 三 期 肺 擁 テ起 サ ズ。 陽 性 者 ヨ リハ肺 癌 ラ惹起

ス ト云 フ.ハ ンブ ル ゲ ル(29)ハ「ツベ ル ク リ ン」陰

性 ノ兵 士 が結 核 患 者 ト接 ス ル時 陽 性 トナ リ屡 ≧

㌧ソ ベ

ル ク リ
ソ」 反

陽性者

陰性者

575名

結核性疾患

肺結
核

腺結
核

ノソ
他

疑結核性疾患

袈膜翻 嚢霊

1(1310)暇)1る、1琶)140111)

1427!(」)!21(量)120119143

ノ
ノ
病

ソ
他
疾

1
25
(2)

1
24
(1)

註 括弧内 ハ死亡例

即 チ肺 結 核 、 腺 結 核 ハ陰 性 者 二相 ≧少 キ が如 ク

肋膜 炎 ハ稚R多 キ が如 シ。

ア ル ポ レ リウ ス(17)ハ1930軍 隊 二於 ケ ル調 査 ニ

ヨ リ陰 性 者 ヨ リハ肋 膜 炎 、 肺 門 周 園 浸 潤 テ起 シ

肋 膜 炎 テ起 ス ヲ見 タ リ。

ハ イム 〈㍉ クJ,ハ 看護 婦 二於 ケ ル 観 察 ニ ヨ リ

1924年 ヨ リ30年 迄 ノ:観察 ニ ヨ レバ同 一 ノ條 件

二生 活 セル者 ナ ル ニ拘 ラズ陽 性 者 ノ20一%%

・・結 核 性 疾 患 二罹 患 シ タル ニ陽 性 者 ニ チハ1-

」 二過 ギ ズ。 即 チ陰 性 ヨ リノ・71名 陽 性 ヨ リ

ハ10例 ノ罹 患 ア リ。 ソ ノ中肺 浸 潤21例 結 節性

紅 斑16例 コ レ ト肋膜 炎 トノ合併 セ ルモ ノ壬例

肺 浸 潤 ト合 併 セル モ ノ16例 、 肋 膜 炎15例 等 々

ニ シテ、 即 チ陰 性 者 ハ陽 性 者 二死 シ甚 ダ罹 患 シ

易 キ テ詮 明 シ タ リn此 虎 二於 テBCG斗 注射 シ

免 疫 テ得 セ シ メタ ル モ ノニ於 テ ハ ソ ノ罹 患 減 少

シ略Z陽 性 者 ト同様 トナ レ リ ト云 フ。 頗 ル興 味

アル事 實 ナ リ トス。 フ レー リ リ ヒ(30)ニヨ レバ児

童 ノ「ツベ ル ク リン」反応 テ検 シオ キ後20歳 ノ

時 再 ビ検 シタル ニ陽 性 者1830名 中12.2%結 核

二罹 患 シ2.ll%死 亡 セ リ。332名 ノ陰 性 者 二於

テノ・9.3%結 核 トナ リ3.0%結 核 ニ テ死 亡 セ リ

ト云 フ、 即 チ両 者 ノ間 二差 異 ナ キ ヲ'見ル、 又 ア

ンデ ル セ ン八 一一1913年 ノル ウ ェー ノ下 吏 二
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於 テ陽性 轄 化 頗 ル多 ク3年 後85%二 及 ベ リ、

コ ノ間3例 ノ結 核 ア リ中2例 ハ陰 性 ヨ リ出 タ リ

急 性 結 核 ハ陰 性 ヨ リ慢 性 ノモ ノハ陽 性 ヨ リ出 タ

リ1ト即 チ危瞼 ナ ル ・・寧 ロ陰 性 者 ナ リ ト ス(31ン爾

ヴ.ル ツニンハ看 護 婦 ハ同 年 ノ他 ノ同 國人 ヨ リ反

鷹 陽 性 卒高 ク入學 後 陽 性 轄 化 ラ示 ス モ ノ 多 ク

「レ ン トゲ ン」一 ヨ リ結 核 感 染 テ謹 明 スル コ ト多

シ ド18)。我 國 二於 テハ上 田氏 ハ軍 陰 肋 膜 炎 ハ腺

肥 大 ト「ツベ ル ク リ ン」過 敏 者 二來 ル トナ シ㈹ 小

林 陣 士(9)及有 馬 氏〔51',ハ軍 除胸 膜 炎 ハ陰 性 者 ヨ リ

褒 生 ス ト云 ヒ柴 田氏 σ)ハ肺 疹 ハ陽 性 者 ヨ リ肋膜

炎 ハ陰 性 者 ヨ リ多 ク毅 生 ス ト云 フ。 爾 ホ氏 家 〔28)

氏 海老 原 氏 ⑯ ノ報 告 ア リ。 貴 島、舳 島 氏 ω一 ヨ

レバ看護 婦 二於 テ結 核 死 亡例4例 重 症 者1例 ア

リタ ル ガ凡 テ陰 性者 ヨリ叢 生 セ リ。.輕症 ニ シテ

治 癒 セ シモ ノ又 ハ潜 伏 性 ノモ ノハ1;会性 陽 性 相 牛

バ ス。 帥 チ前 記 ハ イムベ ッ ク(5)ノ記 載 ト・・反封

ノ結 果 ナ リ ト云 ハ ザル ベ カ ラズ。 以 上 ノ如 キ事

實 ハ臨 躰 」ニモ甚 グ重要 ナ ル事 ナル ガ故 二余 ノ本

研 究 ノ主 ナ ル 目的 ・・此鮎 二存 スル モ ノナ リ。 以

下順 次 之 ラ述 ベ ン トスル モ ノナル ガ ソ ノ實 験 例

少 ク且 ツ観 察期 間 モ亦 甚 グ短 キ モ ノー シテ此 目

的 一 ハ不充 分 ナ レ共 多 少 ノ参考 トモ ナ レバ ト思

考 シ之 テ報 告 ス ル コ ト トセ リ。

第 一 節 「ツ ベ ノレク リ ン」陰 性 者

二 登 生 シ 陽 性 車專化 ヲ作 ヘ ノレ

結 核 性 疾 患 二 就 テ

(A)「 ッ〈ごル ク リン」反 癒 陰 性者 二襲 生 セル結 核

性 疾 患 ハ前 記 ノ如 ク(第 十 五 表)7例 一 シ テ凡 テ

陽 性 轄 化 テ件 ヒタ ル モ ノー シテ ソ ノ百分 傘 ハ次

表 ノ如 シ。

第 二 十 一 表

「ッベルク リソ」反晦陰性者 二登 生セル結核性疾 患

1.陰 性者総敬

罹患者

ソノ百分率

2.陽 悔輔化者

(仰チ陰性 者ノ25.1%)

119名

7名

5.9%

30名

罹患 者 ノ陽性輔化 者二野ス ル百分 率23%

即 チ約2ケ 年 間 二於 テ陰 性 者 ノ5.9%ガ 結 核 性

疾 患 二罹 患 シ、 陰 性 者 ノ25.1%ガ 陽 性 轄 化 テ

示 シ ソ ノ23%ガ 結 核 性 疾 患 二罹 患 セ リ。罹 患 者

ハ 凡 テ 「ツベ ル ク リン」反 慮 陽 性 轄 化 テナ セ リ。

(B)次 二疾 患 ノ種 類 別 及豫 後 テ示 セ バ

第 二 十 二 表

「ソベル ク リソ」反臆陰性者 二登生 セル結核性疾患 ノ

種類別及 ビソノ豫 後

1.滲 出性肋 膜炎2例 共 二治癒 ス

病側 共 二左側、 中1例 ・・結核性拶膜炎 ヲ同時

二併 獲 シ約2ケ 刀 ノ後更 二右側 ノ滲 出性肋膜

炎 ヲ起 セル モ治癒 ス

結核菌 滲 出液 中二於 テ2例 トモ培養 ニヨ リ誰

明 シ得 タリ。血液 中ニノ・陰性

2.粟 粒結核2例 共 二死亡剖検 ス

1例 ・・初 メ登熱 シー旦下降 セル後鵬膜 炎 ノ症状

ヲ示セルモ ノナ リ。

1例 ハ初 メ輕度 ノ結核性腹膜炎 及 ピ輕度 ノ右側

滲 出性肋膜炎 ヲ登生 シ後粟粒結核 トナ レ'レモ ノ

ナ リ。血液 中二結核菌 ヲ培養上談 明 シ得 ザ リキ。

3.早 期浸潤 ノ形 ヲ示 セルモ ノ2例 共 二治癒 ス

1例 ・・左下葉 二滲出性 ノ浸潤 ヲ示 シ人工氣胸 ヲ

行 ヒ治癒 セ リ。喀庚中及血液 中二結核菌 ナ シ。

1例 ・・偶然 左鎧骨下二小ナ ル空洞標 ノ陰 影ア)ttt

浸潤 ヲ示 セルモ後硬化 シタ リ。

4,肺 門周国浸潤 ヲ示 セJtzモノ1例 治癒 ス

右側肺門部周園浸潤 ヲ示セル モ 自然治癒 ヲ ナ

ス。

各 例 二就 キ テ ハ後 二詳 述 ス ル事 トス ル モ以 上 一

ヨ リテ見 ル ニ粟 粒 結 核 ラ除 キ デ ハ 凡 テ豫 後 良 好

一 シ テ努 働可 能 ノ程 度 二治 癒 セ リ。 但 シ更 二將

來 ノ豫 後 ニ ツ キ テ ハ目下 親 察 中 ナ リ.

(C)次 二 「ツ ベ ル ク リ ン、 ア レル ギー 」ト ノ關 係

(イ)陽 性轄 化 ト磯 病 迄 ノ間 隔

第 二 十 三 長

1.陽 性靱化 畷 病 岡 時 二駿 見セノレモ ノ3名

ソノ中肺浸潤2名 粟粒結核1名

2.陽 性韓化後

20-27日 後 獲病 一t1Jレモ ノ3名

ソノ中灘性肋膜炎:;名(中1名 ハ後粟粒結核

ニテ艶 ル)
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3ケ 月後獲病 セルモ ノ1名

鎖骨下浸潤 ・但 シ偶然號 見セノレモノニ ンテ獲

病 ノ日明確 ナ ラズ)

以 上 陽性 轄 化 ト・獲病 ト ノ1凋係 ハ 「ツ〈ごル クリ ン」

反 癒検 査 ノ間 隔 大 ナル ト例 数 ノ少 キ鋏 貼 ア レ共

肺浸 潤 ・・陽性 轄 化後 置 チ ニ獲 見 人ル コ ト多 クピ

ル クハ早 期 浸 潤 ア ル モ爾陰 性 ナ1ノシモ ノ及 犯

日 日 二1場性 トナ リ シ例 ヲ報;1"セ リ㈹。 肋 膜 炎 ハ

=梢㍉ とヨ リ遅 レ陽性 轄 化後3
.4週 後 二登 見 シ、

瑳 病 ト同時 二獲 見 セ ルモ ノナ シ。 コ ノ所 見 ハ ワ

ル グ レン及 ア ロ ス ト同様 ナ リ、 即 チ是 等 ニ ヨ レ

バ結 節 性 紅 斑 後 数 ケ月 後 肋 膜 炎 ラ起 ス コ ト多 シ

ト云 フ㈹岡。 但 シコ ノ結 論 ハ甚 グ文 脈 ナ ルモ ノ

ー シテ更 二精 細 一多数 例 ニ ツ キ観 察 セ ザ ルベ カ

第二十四 表

ラ 礼

(ロ)考座り雨後 ノ 「ツ 〈ごル ク リ ン」反 麗蘂

1.幾 病 後 長 ク同 様 ノ張 反 癒、ラ纏i績 ス.

ル モ ノ4例

肋 膜 炎1例 、 肺 浸 潤3例 、 共 二豫 後 可 頁/モ ノ

1.覆 り丙そ笈ll所三欠i威弱 ゴ墾 一二陰 性 トナ リ シ

モ ノ2例

粟粒 結 核1例 死 亡

肋膜 炎1例 水 捌 ノ・1り」膜 炎 ノ・両 側 二來 リタ レ共

旬 台 シ「レン トゲ ン」ニ ヨノレモ陰 影 ヲ見 フご豫 後

不 良 ナ ラ ズ今 日迄 爾 ホ健 在 ナ レ共 時 腹々 痛 ア

リ腹 膜 炎 ノ疑 ア リ、 コ ノ例 が後 後 不良 部 チ消

極 的 「ア 子 ル ギ ー」ナ リや否 ノ・今・後 ノ経 過 ニ ョ

リテ決 定 ス ベ キ モ ノナ リ。

「ツ ベル ク リ ン」反 磨 ノ罹 患 前後 二於 ケ ル推 移

1
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・5/VI右傾囑 肋 膜炎及1難 月蛾 炎後粟櫛 引
核8!XI30(」:10,000/101 、一)9/X皿30死 亡 ス

2(1日

騨 螺 鼎轡 灘 。嗣 蓼∵‡:チ璽1調 同 時
〔、1:10,000>13、 十 ㍉1

14/1・;o右 側 肺 門 周 園 濃i潤18/VL。1 、1:1(1、ooo/

18(十 十)13/X3`)(1:10,00σ.20(十 十十>6!1「rダ12

1:10,000,0eO10・ 十 ・

V皿・{・左 鎖 骨 下 浸 潤 及 空 洞18/VI・}。.1:10,000)

22(十H・)12/V皿 如父1:1,000,000)(一 ト)XI・;1}

11:100,000,000.E(十)

同 時

3ケ 月P

以 上 ニ ヨ レバ一 旦 陽性 轄 化 テ示 シ獲病 セル モ ノ

・・ソ ノ後 長 ク「ッベ ル ク リ ンニ1気慰 ハ強 陽 性 予示

スモ ノ多 ク減 弱 シ陰 性 トナル モ ノハ豫 後 不 良 ノ

モ ノナ リ但 シ豫 後 不 良 ナ ラ ズ シ テ陰 性 トナ リシ

肋膜 炎 ノ1例 ア リ。

(ハ)「 ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ弱 弱 ト疾 病 ノ種 類

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ張 弱 ラ論 ズル 二 八種 々 ノ

濃 度 ノ「ツベ ル ク リ ン」ラ使 用 セ サ レバ不 確 實 二

一

シテ同一 濃 度 ノ「ツベ ル ク リン」一 ヨル浸潤 或 多量

赤 ノ大 小 ノ ミラ以 テ シテ ハ到 底il三確 ノ コ トテ云

ヒ難 カ ルベ シ。 余 ノ場 合 ハ即 チ後 者 ニ シテ甚 グ

不 確 實 ナ レ共粟 粒 結 核 ノ2例 八仙 ノ何 レ ノモ ノ

ヨ リモ ソ ノ反 感 弱 キ事 實 ハ多 少興 味 ア ル所 ナ ・レ

ベ:シ
。

(D)季 節 トノ關係

]月 肺門周閲浸潤1.
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2月

3月

4月

5月

6月

7月

S月

9月

10月

11月

12月

左側漁性肋膜炎

左中央部肺浸潤

1

1

右側1黒性肋膜炎後粟粒結核1

粟粒結核1左 鎖骨下浸潤1

左側1熱性肋膜炎 1

即 チー定 ノ規 則 テ認 メ難 シ。

(E)禮 質 トノ關 係

調 査 不 充 分 ニ シテ確 實 ナル計 測 的 ノコ トハ云 ヒ

難 キ所 ナ ル モ陰 性 者 ヨ リノ奨 病 者 ハ肥 満型 ト思

ノ、ル ・モ ノ3例(第3・ も7例)ア リ、 普 通 ト思

ノ・ル ・モ ノ3例(第2・5・6例)、 租 支狭 長 型 ト

思 ハ ル ・モ ノ1例 ナ リ(第1例)。 自ロチ所 謂 無 力

性禮 質 ノモ ノ少 キ コ トラ知 ルベ シ。

第 二 節 「ツ(ミノレク リ ン」反 鷹 陽

性 轄 化 ヲ來 サ ザ ノレ結 核 二 關 係

ア リ トセ ラ ノレ ・疾 患 二 就 テ

前 章 二述 ベ タ ル ガ如 ク明 二結 核 性 疾 患 ト認 定 シ

得 ル罹 患 例 ハ凡 テ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 モ早 晩 陽

性 二轄 化 ス ル モ ノ ノ ミニ シテ轄 化 ラ示 サ ザ ル モ

ノニ遭 遇 セ ズ。 叉 ハ イ ムベ ッ ク(δ)等ノ云 フガ如

ク「ブ リクテ ン」或 ハ結 節 性紅 斑 テ見 ル コ ト稀 ニ

シテ余 ノ観 察 ノ範 園 ニ テノ・唯1例 ノ定 型 的 ノ結

節 性 紅 斑 テ見 タ リ。 勿 論結 節 性紅 斑 ガ他 ノ傳 染

病 ニ モ來 ル コ トハ衆 知 ノコ トナ リ⑳。 コ ノ例 ハ

手○ ツ01g年24/V31結 節性 紅斑 治癒

「ソベル ク リン」反膳

25/XI291千 倍0(一)24/∬301千 倍Ok-)

26/V:}01萬 倍0(一)13/Xf,o]萬 倍O⊂ 一ク

21/皿311萬 倍o(一)13/Vli-,,1萬 倍0(一)

猶病 前 ノ胸部 「レソ トゲ ソ」像 ヲ見ル ニ左側肺尖 ノ

随件 陰影梢 ζ著明、且 ツ雨側肺 門部二石灰化竈

ア,レ外右第 二肋 間腔 二初期感染群 ノ如 キモ ノァ

リ。獲病後 モ上記 ノ如 ク「ツベル ク リソ」反 感陽

性 トナラズ。且 ツ「レソ トゲソ」像 二於 テモ攣化

ヲ認 メ難 シ。

爾 病 原 不 明 ナル モ結 核 ノ疑 ア ル モ ノニ就 キ テ ハ

計 統 的 二之 テ述 プ ル コ ト能 ハ ザ ル モ

1・ 慢 性 微 熱 患 者

往 々 二之 テ見1年 或2年 テ経 過 スル モ爾 「ッベ

ル ク リ ン」反 慮 陽 性 トナ ラズ。 「レン トゲ ン」_

ヨル モ肺 二活 動 性 攣 化 テ認 メ難 ク、 時 二肺 尖 二

水 泡 性 曜 音 テ蕪 取 シ所 謂 肺 尖 浸 潤 又 ハ肺尖 加 答

見 ト考 フベ キ モ ノニ遭遇 ス。 カ ク ノ如 キ微 熱 ハ

安 静 及 解 熱 剤 ニ テ下 降 ス ル コ ト少 ク長 キ経 過 ノ

後 自然 二下 熱 ス ル コ トア ル ラ見 タ リ。 叉 中 一 バ

カ クテ1ケ 年 後 却 テ上述 ノ如 キ微熱 等 ノ治 癒 セ

ル際 二 「ツ ベ ル ク リン」反 癒 陽 性 二韓 化 セル例 テ

見 タ リ。

2・ 慢 性 氣 管 枝 加 答 見

ノ症 状 テ示 シ、 胸 部 「レン トゲ ン」像 二憂 化 テ見

ズ、 「ツベ ル ク リン」反癒 モ陽 性 轄 化 ヲ ナサ ザ ル

モ ノア リ。 又 中 ニ ハ コ ノ慢 性氣 管 枝 加 答 見 ノ治

癒 セ ル後1ケ 年 後 突 然 「ツベ ル ク リン」反 慮 ノ陽

性 轄 化 子示 ス モ ノア リ。

3.慢 性腹 膜 炎様 症 状 ア ル モ ノ

腹 脇 二疹 痛 、 歴 痛 ア リ、 軽 度 ノ抵 抗 感 ア リ、殊

二鳳 痩 、 食慾 不振 ヲ訴 フル モ ノ2例 テ見 タ リ
b

共 二2ケ 年 ノ後fBi「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 トナ

フ ス 。 、

4・ 胸 椎 ノ過 敏

胸 椎 ノ打 痛 、 座 痛 ア リ重 荷 ラ手 ニ テ蓮 ブニ當 リ

疹 痛 ラ訴 フル モ ノ約32例 ア リ、 ソノ中 「ツベ ル

ク リ ン」 反 癒 陽性 者 ト陰 性 者 ト相 牛 シ整 形 外 科

二於 テ胸 椎 ノ 「レ ン トデ ン」像 テ見 ル 三棘 状 突 起

ノ「デヴ,ア チ オ」等 ノ多 少 ノ攣 化 アル モ ノ多 ク

胸 椎 「カ リエ ス」 ノ 初 期 ナル ベ シ ト テ 「ギ プ ス

ベ 。ト」、「コ ル セット」療 法 テ行 フ テ常 トセ リ。 カ

ク ノ如 キ例 ノ中殊 二 「ツベ ル ク リ ン」陰 性 者 二於

テ モ ソ ノ後2ケ 年 陽性 轄 化 セザ ル モ ノ多 ク且 ツ

病 状 ノ進 行 セル モ ノテ要 ズ、 カ ク ノ如 キ モ ノテ

「カ リエ ス」ノ初 期 ト考 フル'ごキ モ ノナ リヤ叉
ハ

ノ イマ ン(25ワ云 フガ如 ク所 謂 肺 尖 浸 潤 患者 二見
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ルー症 候 ト見 倣 スベ キ ヤ余 ノ 疑 問 トスル 所 ナ リ 。

第 九章 「ツベルク1,ン」反雁陽性者呂爽現 セル結核

性疾患;就 テ戴呂陰性者 ノソ レトノ比較

A.入 學 時 既 二 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 ナ リ シ

者 ノ中結 核 性疾 患 二罹 患 セ ル モ ノ6例 ア リ、 即

チ ソ ノ罹 患 卒 ハ

陽 性 者総 敷10,S名

罹 患 者6名

ソ ノ百分 傘5.5%

即 チ2ケ 年 間 二於 テ陽 性 者 ノ5・5%ガ 結 核 性 疾

患 二罹 患 セ リ。 コ レテ陰 性者 ノ罹 患率5.9%ト

比 較 シ雨 者 ノ間 二差 異 ナ キ つ トテ見 タ リ。

B.疾 患 ノ種 類及 豫 後

1・ 漁 性 肋 膜 炎(右 側)コ 例

2・ 慢 性 腹 膜 炎(腹 水型)1例

3・ 早 期 浸 潤(開 放 性 二非 ズ)1例

4・ 肺 結 核(凡 テ開 放 性)3例

治癒

治癒

殆ンド治癒

(イ)内 、 急 劇 二高熱 テ以 テ初 マ リ シモ ノ

2例(1例 、 輕 快1例 、 死 亡)

1例 ・・右側 二初マ リ同時 二肺尖 モ侵 サノレ人工氣

胸 ヲ施 シタルモ滲 出液 ア リ且ツ他側 二振大 シ死

亡 ス。

他 ノ1例 ・・左 側肺尖 ヨリ中央部迄侵 サ レ人工氣

胸 ニヨ リ輕侠 ス中途滲 出性肋膜炎 ヲ併登 ス。

(ロ)微 熱 テ以 テ慢 性 二來 リ シモ ノ1例 、

輕 快

著 明ナル肺 門淋巴腺 ノ石灰 化竈 ヲ有 セルモ ノー

シテ後 ソ ノ下葉 二薄 キ浸潤 ヲ認 ム、人工氣胸 ヲ

施 行ス。

今 コ レヲ陰 性者二駿 生セルモ ノ ト比較 スァレニ

1.滲 出性肋 膜炎

陰性者2名 、陽性者1名 罹 患率ノ・共 二例数少 キガ故 二

先 ヅ同率 ト見倣ス ベ シ。 病}伏、 経過豫後等 二於 テ雨

者 ノ間 二相違 ヲ認 メ難 シ、 ソ・ 「レソトゲ ソ」像 二於

テモ差異 ナキが如 シ。且 ツ 陽性 者 ノ例 二於 テ 肺門腺

及右(同 側)副 氣 管腺 ノ肥大 ヲ見 ノレ鮎 ・・初感染 二關係

アル が如 クナ レ共蛮病 ・・「ツベル ク リソ」陽性 ヲ獲見

セノレ後10ケ 月ナ リ、登病前 二・・副氣管腺 ノ陰影 ヲ認

メ難 ク或 ハ猶病後 ソノ肥大 ヲ見 タノレガ如 クナ レ共 「レ

ソ トゲ ソ」撮 映 ノ操 作 ノ相 違 ヲ モ考 慮 二入 レザ ノレベ ヵ

ラ ズ。 陰 性 者 二登 セ ル モ ノノ・左 側 ニ シテ 此 ノ淋 巴腺

陰 影 ノ肥大 ヲ件 ・・ザ リ シコ ト・・注 目二値 ス ル が 如 ク

ナル モ 由來 左 側 二於 テ・・之 ヲ認 ム,レコ ト 困難 ナ ル事

情 ア リ。 「ツベ ル ク リ ソ」反 臓 二就 テ 之 ヲ云 ヘ バ 陰 性

者 ヨ リ登 生 セ ル モ ノ・・反 磨 ノ陽 性韓 化 ヲ示 セ)Ll後20

-一一27日 ニ シテ小 林 博 士 ノ陽 性靱 化 後 早期 二獲 匂 レ肋

膜 炎 ニー致 ス。 之 二反 シ 陽 性 者 ヨ リ 登 セ シモ ノノ・既

二10ヶ 月 反 慮 陽 性 ヲ示 シ タノレモ ノ ニ ンテ 副氣 管 腺 ノ

肥 大 ヲ認 メ タ ァレ鮎 ヨ リ見 ル ニ聚 病10ケ 月 前陽 性 ナ リ

シ・・陽性 輔 化 後 時 日 ノ短 カ リ ジモ ノ トモ 考 ヘ ラル。

叉 小林 博 士 ノ云 フ 陽輯 後 晩期 二 登 病 セ ル モ ノ ・中 ニ

ノ・随 件 性 肋 膜 炎 ヲ混 在 ス ト云 フ モ 本 例 ・・ソ ノ 登 病前

ノ胸 部 「レ ソ トゲ ソ「像 二肺 結 核 ナ ク 「ツ ベ ノレク リ ンJ

陰性 者 ノ ソ レ ト全 ク匠 別 シ得 ズ 即 チ本 例 ハ 陽轄 後 晩

期 ナ ル モ 而 モ 随件 性肋 膜 炎 二非 ザ ル モ ノ ト思 ・・ノレ。

陰性 者 ヨ リ 登 セル 肋 膜 炎 ノ 中2例 二 同時 二腹 膜 炎/

合 併 セ シ コ ト・・コ レガ 必 ズ シモ 肺 結 核 竈 ト 直接 二

關係 ナ 〃寧 口第 二 期(血 行 性)ノ 早期 ト考 フ,レコ トヲ

得 ベ シ(24'K33)(34K52)(62)。叉 肋 膜 炎 患 者 ノ胸部 「レ ン トゲ

ソ」 ニ ノ・獲 病 前 及 治 癒 後 共 二肺 二病 竈 ヲ 認 メ難 カ リ

キ(㈹ 岡 参 照)。

2.結 核 性 腹 膜 炎

腹 膜 炎 ノ ミヲ 登 セ シノ、陽性 者 二1例 アノレノ ミニ シテ

コ ノ例 ハ2年 前 澆 性 肋膜 炎 及 腹 膜 炎 ヲ 経 験 セ ル モ ノ

ニ シテ ソ ノ 「ツ ベ ル ク リ ソ」陽 性輔 化 、從 ツテ結 核 罹

患後2年 以 上 ノ 後 獲 現 セ)L・コ ト確 ナ リ。 叉 陰性 者 ヨ

リ登 セ シ 漁 性 肋 膜 炎 ノ中2例 二 ・・ソ ノ 當 初 ヨ リ同時

二腹 膜 炎 ノ 症 状 ア リ シモ ノニ シテ コ ノモ ノ ヲ第 二期

ノ早期 二來 リシ 肋 膜 炎 ト 考 フ ベ キ コ トハ 前述 ノ如 シ

コ ノ陽性 ヨ リノ 腹 膜 炎 モ亦 ソノ 第 二期 二登 現 セ ノレモ

ノナ ラ ソカ。 マ イ ヤ ー ホ ー フェル モ亦 同 意 見 ナ リ〔52)。

何 トナ レバ 既 二肋 膜 炎 ヲ経 過 ジ タ レ共 肺結 核 ナ ク、

喀疾 感染 ニ ヨル 繊 震性 腸 結 核 ノ爲 ソ ノ病 竃 ノ直接 腹

膜 二炎 衝 ヲ 及 ボ セ ル モ ノ ト考 フル能 ノ・ズ。 叉 初 感 染

竈 が再 ビ新 二腸 二來 リ シモ ノ トモ 考 へ難 シ。

3.所 謂 早期 浸 潤

所 謂 早期 寝 潤 ノ 形 ヲ 示 シ タノレハ陰性 者2名 、 陽性 者
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1名 ニ シテ ソノ間 二何 等 ノ差 異 ヲ認 ムル コb能 ハ ズ。

殊 二陽 性 者 二獲 セ シモ ノノ・陽 性輔 化 後]3ケ 月 以上 ヲ

経 過 匂 レモ ノニ シテ 而 モ 著 明 ナ ル 同側 肺 門 淋 巴 腺及

副 氣 管 腺 ノ肥 大 ヲ件 ヘ リ 但 シ 肺 門 ニノ・登 病 前 既 二陳

蕉 竃 ト思 ・・ル ・モ ノ ヲ謹 明 シ得 タ リ。 卸 チ コ レヨ リ

見 レバ 初 期 浸 潤 二非 ザ ァレモ ノ ニ於 テ モ 爾 淋 巴 腺 ノ反

慮 ヲ 來 ス コ トヲ 認 ノザノレベ ヵ ラ ブ。 レデ ー ケ ノレ ト反

i封ノ結 果 ナ リ ト云 フ ベ シ1闘。 ウ,レ リ手、 ク ー トリッヒ

ノ・青 春 期 結 核 ニノ・淋 巴腺 ノ 反 磨 ヲ件 フ ト云 フ〔55`i,6'i。

ア ソデ'レス ・・老 人 結 核 ノ35%二 淋 巴 腺反 庭 ア リ1・云

ブ57〕。 此 ノ浸 潤 ノ・人ll氣 胸 ヲ施 サ ズ シテ2.3ケ 刀 ニ

シテ吸 取 ナ レ後 灘 性 肋 膜 炎 ヲ惹 起 セ ル モ治 癒 、 勤 務

中 ナ リ。 ソ ノ豫 後 ノ長 好 ナ ル コ ト恰 モ 陰 性 者 ノモ ノ

ト匠 別 シ難 シ.陰 性 舌 ヨ リ凝 セ シモ ノ・・2例 共 左側

ニ シテ 且 ツ 肺 門 腺 ノ肥 ノくナ ク初期 感 染 ニ ヨル浸 潤 ナ

リヤ否 ヤ ヲ 決 定 シ難 シ。 ア ス マ ソモ初 期 感染 ニ ヨル

肺 泓 閏 ・1・"tt1.期浸 潤 卜Pt-!JiJシ難 キ ヲ 論 フご(58)159.,.殊ニ ソ

ノ1例(第5例1ノ ・肺 門 二堅 キ小 豆 ノくノ石 灰 化 竈 ヲ見

ソ ノ鎮 骨 下 二生 ゼ シ 空 洞 及 小 ナ ル浸 潤 ・・硬 化性 ニ シ

テ数 ケ 刀後 臼 然 二治 癒 セ リ。 以 上 ニ ョ リ考 フル ニー

方 陽 性 者 ヨ リ巽 セ シ 早期 浸 潤 ガ初 期 感 染 ノ如 キ 像 ヲ

示 シ他 方 陰性 旨二獲 セ シモ ノガ 必 ズ シモ 初期 感染 ニ

ヨノレ肺 浸 潤 二非 ザ ノレ 場 合 ノ 存 在 ス,レ ヲ物 語 ノレモ ノ ニ

非 ザ ル ナ キ カ。 イ ッケ ル トノ・早 期 浸 潤 ニ シ テ肺 門 ノ

侵 サ ル ・場 合 ヲハ イ ムベ ヅク ノ如 ク 初 期 感染 ト 杉へ

難 シ1・云 フfli∫トナ レバ 同 時 二明瞭 ナ'レ初期 縫 化群 ヲ

認 メタ ル ガ故 ナ リ トナ セ リ(60)。

凡 テ喀 啖 中 二結 核菌 ヲ見 ズ、 豫 後 佳頁 ナ リ。

4.肺 門周 園浸 潤

陰 性 ヨ リ1例 ア リシ ノ ミニ シテ陽 性 者 ニ ナ シ。

5.粟 粒 結 核

2例 共 陰性 者 ヨ リ狡生 セ シ コb・ ・興 味 アノレ所 ニ シテ

⑱ 殊 二雨 者共 粟 粒 播 種 プ レ ン トゲ ンコニ テ獲 見 ス ル

遙 力以 前叉 獲 病(凝 熱 等 ノ前 既 二肺 門 殊 二右 副 氣 菅 腺

ノ陰 影 ノ肥 大 セ ル コ ト・・剖 瞼 所 見 トー 致 シ、 逆 ニ コ

ノ副 氣 菅腺 ノ肥 大ア ル モ ノノ・粟 粒 結核 ヲ起 ス 危瞼 ア

リ ト云 フ コ トヲ得 ベ ン。 コ ノ鮎 凡 テ 粟 粒 結 核 二・・新

鮮 ナ,レ腺結 核 ア リ ト云 フエ ンゲ ン ト同感 ナ リ(鋤。

6.肺 結 核

3例 共 陽性 者二獲 生 シ、 且 ツ開放 性 ナ リ。 コ ノ 中2

例 ノ・急 劇 二獲 病 シ忽 ニ ンテJ〈 ナ'レ 部 分 二披 が'レ浸 潤

ヲ示 シ同 時 二肺尖 部 モ 侵 サ レ居 ノレ・・興 味 ア ル鮎 ナ リ

トス 。 帥 チ 肺 結 核 ガ肺 尖 部 二初 マル 實 例 ナ リ ト思 ・・

ル ・鮎 ナ リ トス 、 勿 論 肺尖 部 ノ浸潤1・ 鎮 骨 下 ノ浸 潤

ト何 レガ早 キ カヌ.ソ ノ相 互 關係 ・・不 明 ニ シ テ登 病(登

熱)直 後 ノ「レ ソ トゲ ソ」二於 テ 既 二廣 汎 ノ寝 潤 ア リ而

モ 肺 尖 モ共 二侵 サ レ居 タ,レモ ノナ リ。 ソ ノ中1例 ・・

ソ ノ後 数 日 ニ シテ更 二 下 方 二据 大 シ行 ク ヲ見 タ リ。

此 ノ如 キ ・・前述 ノ早 期 浸 潤 トノ・全 ク趣 ヲ異 ニ ス,レモ

ノナル が如 シ、 以 上 ニ ョ リ肺 結 核 ガ急 劇 二(倣 ケ 月前

ノ「レ ソ トゲ ソ」ニ ノ・大 ナ ル病 竈 ナ キ ニ關 ラ ズ)登 生 ス

ノレ場 合 二必 ズ シモ 早期 浸 潤 ヲ経 テ起 ラ ズ 同時 二 肺 尖

モ亦 侵 サ レ居 ル 場 合 ア,レ コ トヲ見 ル ベ シ。 但 シ 肺 結

核 ガ肺 尖 ヨ リ 初 マル ト噺 ズル コ トノ・勿論 籐 リニ大 膿

ニ シテ信 ヲ置 キ 難 シ トス ル モ コ ノ2例 ノ如 キ ・・此 鮎

二於 テ 興 味 少 カ ラ ザ ル モ ノナ ル ベ シ。 共 二 人 工氣 胸

ヲ行 ヒ タ)lz二 中1例 ノ・死 亡1例 ノ・輕 快 セ リ。 カ ク ノ

如 キ例 ・・陰 性 者 ヨ リ・・1例 モ獲 生 セ ズ。

他 ノ1例 ノ・陽 性 者 ニ シテ 極 メ テ徐 々二 微 熱 ヲ以 テ初

リ左 下 帥 千 韓 移 ノ好 黒占二薄 キ ミ蔓潤 ヲ來 セ ノレモ ノ ー シ

テ人 工 氣 胸 ニ ヨ リ輕 快 セ リ。

C季 節 トノ關係

]月

2月

3月

4月

ラ 月

t;月

7月

`s月

9月

川 月

1]月

12月

1無性肋膜炎

結核性腹膜炎

早期浸潤

肺結核2例

肺結核

肋 膜 炎 ハ冬 多 ク肺 結 核 ハ春夏 二來 ル ガ如 キ モ例

撒 少 ク シテ明 ナ ラ ズ。

(D)禮 質 ト ノ關 係

(;名 中3名 ハ狭長 型 ト思 ハ ル ・モ ノー シテ(第

9.12.13例)他 ノ3例 ハ普 通型 ナ リ(第s.10.

1])。即 チ陰 性 者 ヨ リ ノ褒 病 者 二比 シ無 力 性 ノモ

ノ…梢、多 キ ガ如 シ。

(E)感 染 源
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感 染 源 二就 キ テハ各 症 例 二就 テ既 二詳 シ ク述 ベ

タ レバ此 腱 ニ ハ之 テ略 ス。 又 同 室 者 ト ノ關 係及

結 核 性 疾 患 畿 生 ト同 室 者 ノ關 係 殊 二 「ツベ ル ク

リ ン」 陽 性轄 化 ト ノ關 係 二就 キ テ ハ既 二第 五 章

第 一 節 、 第 十 三、 十 四 表 二掲 ゲ タ レバ此 塵 二再

記 セ ズ唯 々罹 病 者 ン ミテ室 別 綾 生 順 二掲 グ レバ

次 ノ如 シ。

第二十五表 獲病者寄宿舎室別表

1.li召 耳…114!{1:一度(IV19L)1}一一IVloriO

室 排 度鵬 搬 以後(難縫)
4號 月市系吉季亥%(開方文・1711×29粟 米肱 結 牢蔓1/V皿oo

5號 ナ シ 肺 結 核(開 放)14!VI,;,,

肺 結 核 く開放>2!VU:o

i鶉

灘
1難

5號

ナ シ

ナ

ナ

ナ

ナ

シ

シ

シ

シ

11K和5年 度 くIV・;rlV:sI)

ナ シ

開放'rL月市結 木亥14/VI30

慢 性 腹 膜 炎20瓜1

ナ シ

ナ シ

ll㍉ 期 渡 潤28/V:〕o

ナ シ

粟 粒 結 核21/VI,一;,,

ナ シ

6號

7號 粟 粒 結 核1/VM・iOt、 陽 性 輻 化 後 ・

S號 ナ シ

9號 粟 粒 結 核15/▽1・}u<陽 性輔 化後)

灘 性 肋 腋 炎24、/1・;夏

10號}
ナ シ

11號1

12號lll期 浸 潤221V:;Ul.陽 性 輔 化 後)

開放 性 肺 結 核2/▽ 豆,lo

漁 性 肋 膜 炎6/XI301、 陽 性 輔 化後 ・

灘 性 肋 膜 炎18瓜1(陽 性 輔 化 後 ・

1非1放'1生月市系1聖iキ蔓12/▽131

17號 早期 浸 潤2/V・ll

18號 ナ シ

以 上 テ総 括 ス レバ

1・ 同 室 二開 放 性 肺 結 核 患 者 ア ル モ ノ7名

].同 室 二 開 放 性 ナ ラサ ル 結 核 性 患 者

アル モ ノ2例

1・ 他 二罹 患 者 ナ キ モ ノ2例

即 チ開 放 性 肺 結 核 患 者 ノ登 生 セ ル室 ニハ結 核 性

罹 患 多 キ ラ見 ル ベ シ。 勿 論 、登 病 前 「レ ン トゲ

ン」 慕 眞 ニ ヨ リ肺 二結 核 雨 攣 ナ ク何 等 ノ症 候 テ

示 サ ズ、 且 ツ獲 病 後 直 チ ニ隔 離 シ病 院 二牧 容 セ

ル ラ以 テ他 ノ同室 者 二感染 スル コ ト少 キ 子信 ズ

ル モ此 ノ表 二現 レタル所 ニ テ ハ殊 二第12號 室

ノ如 キハー一室 二5例 ノ結 核 性疾 患 ラ出 セ シモ ノ

ア リ。 元 來 開 放 性 肺結 核 ノ潜 在 ス ル場 合 ニハ ソ

ノ周 園 二「ツベ ル ク リン」反 慮 ノ陽 性輔 化 ラ示 ス

モ ノ ・群 生 久 ル モ ノナ リ。 今余 ノ観 察 二就 テ云

ヘ バ第5號 二於 テ ハ陰 性者5名 中]名 、12號 室

ハy名 中3名 陽 性 轄 化 テ示 セ リ。 コ ノ轄 化率 ハ

肺 結 核 テ有 セ ザ ル他 室 ト比較 シテ決 シテ高 率 二

非 ザ ル コ トハ第 十 三 表 、第 十 四表 二明 瞭 ナ リ。即

チ「ツベ ル ク リ ン」反 雁 陽 性 轄 化 ノ感 、染源 トシテ

同室 外 ノモ ノ ・重 要 ナル テ知 ルベ シ。

(F)駿 病 ト入學 トノ間 隔

('1)陰 性 ヨ リ登 病 セル モ ノ

入學 後 陽 性 轄 化 後

]・鶴 蕨 右曝7ケ 月27日 以」1

2・ 左 側 漁 性 肋 膜 炎11ケ 月25日 以 上

:;.早 期 浸 潤14ケ 月 同時

4・ 肺 門 周 園 浸 潤2年]〔)ケ 月 同 時

・r)・左 鎖 骨 下 浸 潤 ・3年4ケ 月:)ケ 月?

{;・難 撫 膜炎後1瑚 囲

7・ 粟 粒 結 核'16ケ 月 同時

(2)陽 ・1生ヨ リ襲 病 セ ル モ ノ

入學 後 陽 牲 獲見後

S・ 右i黒性 肋 膜 炎

9・ 結 核 性 腹 膜 炎

川 ・右 、 早 期 浸 潤

1].肺 結 核

]2・ 肋 結 核

13.肺 結 核

1{,ケ 月

llケ 月

1ケ 年

14ケ 月

14ケ 月

Hケ 月

和 ケ 月

11ケ 月

1ケ 年

1+'r月

1+ケ 月

1+ケ 月

余 ノ観 察 期 間 ・・最 長 入學 後4ケ 年 ノモ ノ ・ミナ

ル テ以 テ入學 後 如何 ナル時 期 二罹 病 スル カ不確

實 ナ ル モ右 表 ノ結 果 ノ ミヨ リ 人レバ肋 膜 炎粟粒
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結核ハ入學後1ケ 年以内二肺浸潤 ハ1-3年 ノ

間 二肺結核 ハ約1年 後登生セリ。

(G)各 症例

結

以 上 余 ノ観 察 セ ル所 テ先 賢 ノ文 献 卜比較 研 究 ス

ル コ トハ 徒 ラニ繁 雑 二流 ル ・テ以 テ文 獣 ハ陥所

之 テ掲 ゲ タ レバ此庭 ニ ハ之 ラ省 略 シタ リ。

1.本 學 二入學 セ ル看護 婦 ・・14-28歳 三 シテ

大 多撒 ハ15-19歳 ナ リ。 而 シテ ソ ノ入學 時 ノ

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性率 ハ10(1)人 ニ ツ キ マ ン

ツー氏 法1千 倍 ニ ヨ リ58%ナ リ。 而 シテ陽 性

率 ハ35%、 疑 陽 性 率7%ナ リ。1萬 倍 ニ テ ハ陰

性 率72%、 陽 性 卒24%、 疑 陽 性傘4.(1%ナ

リ。

2・ 「ツベ ル ク リ ン」反 癒 陽 性 率 ト年齢 トノ間 ノ

關係 ハ観 察 例 少激 ニ シテ不確 實 ナ ル モー 般 二壇

力ロス ル如 シ。

3・ 登 育概 評 ト「ツベ ル ク リ ン」反 癒 トノ間 ニー

定 ノ關係 ナ シ。

4・ 「ツベ ル ク リ ン」反 癒陰 性 者 ノ胸 部 「レ ン

トゲ ン」 像 二於 テ初 期 髪 化 群 、 石灰 化 竈 等 ノ陳

薔 竈 ヲ見 ル コ ト少 ヵ ラズ。 但 シ肺 浸 潤 室 洞 等 ノ

如 キ著 明 ナ ル病 竈 ナ シ。

5.「 ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 者 ノ胸 部 「レン ト

グ ン」 像 二於 テノ・陰 性 者 ノソ レ ト比 較 シ著 明 ナ

ル差 異 テ認 メ難 シ。 但 シ石 灰 化 竈 ノ大 ニ シテ多

撒 ナル モ ノ肺 實 質 内 二於 ケル小 ナ ル病 竈 ハ陽 性

者 ニ ノ ミ見 ル所 ナ リ。 治 療 テ要 スル程 度 ノモ ノ

ナ シ。

6.「 ッベ ル ク リ ン」反 癒 陰 性 者]19名 中 陽 性 轄

化 セル モ ノ31)名 、1年 李均21%ナ リ。 陽 性轄

化 ハ著 明 一 シテ判 断 二苦 シム コ ト少 シ ト ス ル

モ、+名 二於 テ ハ1同 著 明 二陽 性 トナ リタ ル コ

トアル モ ソ ノ前 後 ハ明 二陰 性 ラ示 セ ル モ ノ ァ

リ。

7.陽 性 韓 化 ハ春夏 二少 ク秋 冬 二多 キ ガ如 キ モ

明 ナ ラズ。

8.陽 性轄 化 ノ感 染源 ノ室 内 ニ ア リ ト見 ルベ キ

モ ノ9名 室 外 一…ア リ トスベ キモ ノ]9名 ナ リ。但

論

シ推 定 二過 ギ ズ。

9.陽 性 輔 化 ハ突 然 強 陽 性 トナ ル モ ノ多 シ。而

シテ ソ ノ後 ノ経 過 二於 テ同一 程 度 ノ強 反 慮 テ綾

クル モ ノ多 ク、 ソ ノ反 癒 漸 次 減 弱 遂 二陰 性 トナ

リ シモ ノノ・2名 アル モ1例 ハ粟 粒 結 核 ニ テ艶 レ

タ ル モ ノニ シテ勿 論 溝 極 的 「ア 子 ル ギー 」ト云 フ

ベ ク1例 ハ漁 性 肋膜 炎治 癒 ノ後 陰 性 トナ リタ レ

ドモ清 極 的 「ア子 ル ギー」ナル ヤ否 ヤ將 來 ノ経 過

テ見 ル他 ナ シ。

川.「 ツベ ル ク リン」反 慮 疑 陽 性 者 ハ反 復 検 査 ス

ル ニ同 一程 度 ハ」曾張 ス ル モ ノ多 ク陰 性 トナ リ シ

モ ノナ シ。

11・1ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 者76名 二就 キ ソ

ノ後3ケ 月乃 至1年 後 再1ッ ベ ル ク リ ン」反 慮 テ

行 ヒタル ニ檜 強 セル モ ノ愛 化 ナ キ モ ノ大 多撒 ニ

シ テ減 弱 セ ル モ ノ少 シ。 陰 性 トナ リ タル モ ノナ

シ。

12・ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 ト陽 性 者 トノ罷

温 テ毎 日3回1週 間 検 査 セ ル ニ雨 者 ノ間 二差 異

ナ シ、 陽 性 轄 化 、畿 病 等 ト ノ關 係 ヲ述 ベ タ リ。

13.「 ッベ ル ク リン」反 慮 陽 性 轄 化 前 後 ノ燈 況 ハ

ソ ノ77%ハ 無 症 候 ニ テ経 過 シ タ リn登 熱 喀 疾 、

吻 軟等 テ訴 フル モ ノ少 シ.

14.「 ッベ ル ク リン」陽 性 軸 化 前 後 ノ胸 部 「レ ン

トゲ ン」所 見 ハ全 ク攣 化 ラ認 ノ灘 キ モ ノ約 牛 藪

ナ リ。 肺 門 陰 影 ノ檜 張 セ ル モ ノ(陰 性 時 ト比 較

シ)30%ア リ、 多 ク・・腫瘍 状 二腫脹 シ浸 潤 性 ノ

モ ノ少 シ。 カ ・ル際 肺 二初 畿 竈 テ見 出 ス能 ・・ザ

リキ。 而 シテ カ ク ノ如 キ肺 門淋 巴腺 ノ腫 脹 ハ数

ケ月乃 至年 絵 ノ後 漸 次 縮 小 スル モ ノ ・如 シ
。

15.陽 性轄 化 セ ・しモ ノ ト然 ラザ ル モ ノ トノ轄 化

前 ノ胸 部 「レ ン トゲ ン」像 二於 テ ハ差 異 テ認 メ難

シ。

16・ 「ッベ ・しク リ ン」陰 性 者 二独 ヒセ シ結 核 性 疾

患 ハ悉 ク陽 性 轄 化 ラ件 ヒ登 病 ト同 時 ナ ル カ或 ハ
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陽 性轄 化後3ク 月 以 内 二登 病 セ リ。 叢 病 後 轄 化

セ ル モ ノナ シ。 罹 患率 ・・119名 中7名 自Pチ5.9

%ニ シテ陽性 轄 化 セ ル モ ノ30名 中7名 二比 較

ス ル時 ハ23%罹 病 セ リ(2ケ 年 間)。

17.疾 患 二就 テ云 ヘ バ滲 出性 肋 膜 炎2名 共 二治

癒 シ、滲 出 液 中 ニ ハ培 養 上 共 二結 核 菌 ラ見 タ リ。

登 病 前及 治 癒 後 二於 テ肺 二浸 潤 等 肋 膜 炎 ノ原 因

トナ ルモ ノテ見 ズ。

18.粟 粒 結 核2例 ア リ共 二死 亡 剖 検 セル ニ比 較

的 新 鮮 ナル初 期 感 染 竈 ア リ(共 二右 下葉)ソ ノ局

所 二相 當 スル淋 巴腺 ヨ リ無 名 静 脈 角 二至 ル淋 巴

腺 迄 連 鎖 的 二腫 大 シ ソ ノ中央 ハ乾 酪 化 セ リ。 而

シ テ副 氣 管 腺 二相 當 スル胸 部 「レ ン トゲ ン」二於

ケ ル陰 影 ハ既 二叢 病 前 即 チ未 ダ 「ツベ ル ク リン」

反 慮 陰 性 ナ リシ時 明 二之 ヲ認 ム ル コ トテ得 、 且

ツ褒 病 後 著 明 二陰 影 ノ檜 大 テ見 タ リ。 初 期 感 染

竈 ハ共 二肋 膜 下 二位 シ1例 ハ ソ ノ部 二肋膜 癒 著

テ來 シ臨 林 上 ニ モ滲 出 性 肋 膜 炎 テ謹 明 シ得 タル

モ1例 ハ肋 膜 炎 テ認 メザ リキ。2例 共他 二陳 蕎

竈 ナ シ。

19・ 早 期 浸潤 ノ形 ノモ ノ2例 、1例 ハ左 中央 部

二手 掌大 ノ浸 潤(肺 炎様)ア リ、 急劇 二爽 熱 テ以

テ初 マ リ シモ喀 疾 ナ シ、 人 工氣 胸 ニ ヨ リ輕 快 セ

リ、肺 尖 二病 竈 テ認 メズ。1例 ・・偶 然 「レン トゲ

ン」一 ヨ リ登 見 セル モ ノー シテ 「ツベ ル ク リ ン」

陽性 轄 化後 病 攣 ナ ヵ リ シ所 二肺 尖 二硬 化 性 ノ線

歌 ノ陰 影 ア リ且 ツ同側 鎖 骨 部 二小 ナ ル薄 キ浸潤

ア リソ ノ中央 ニハ指 頭 大 ノ室 洞 テ示 ス。 喀 疾 ナ

シ。 獲 熱 ナ シ。1年 後 自然 治 癒 シ僅 二肺 門 二至

ル線 歌 ノ陰 影 アル ノ ミ。 勢 働 二耐 フ.

20.肺 門 周 園 浸 潤 テ示 セル モ ノ1例 ア リ、褒 熱

テ以 テ初 マ リ陽 性 轄 化 テ ナ ス喀 疾 中 二結 核 菌 ナ

シ、 自然 二輕 快 ス。 努 働 二耐 フ。

21.「 ツベ ル ク リ ン」反 癒 陽 性 轄 化 トノ關 係 ハ肺

浸 潤 ノモ ノ・・3例 中2例 ハ登病 ト同 時 二轄 化 シ

1例 ハ陽 性 轄 化3ケ 月後 偶 然 登 見 セ リ。 漁 性 肋

膜 炎 ハ轄 化 後20-27日 後 號 病 セ リ.

22.號 病 後 ノ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ハ陽 性 轄 化 後

大 艘 同一 程 度 ノモ ノ多 ク(7例 中 ・r)例)、2例 ハ

陰 性 トナ リタ リ(第 九項 参照)。 粟 粒結 核 ノ2例

ハ他 ノ罹 患 者 ヨ リモ 「ツベ ル ク リン」反 癒 微弱 ナ

リキ。

23.登 病 ト季 節 トノ間 ニ ハー 定 ノ關 係 ナ シ。「ツ

ベ ル ク リン」 反慮 陰 性 者 中 ノ罹 患 者 ノ禮 質 ハ不

確 實 ナ レ共 、 狭 長型 即 無 力 性膿 質 ノモ ノ少 シ。

24.「 ツベ ル ク リ ン」反慮 陰 性 者 ニ シテ結 節性 紅

斑 二罹 リ タ レ共 陽 性 轄 化 セ ザ ル モ ノア リ。 又微

熱 、 咳1軟、 胸 椎 ノ過 敏 等 ラ訴 へ 常 二 「ツベ ル ク

リ ン」陰 性 ノモ ノア リ。

25.入 學 時 二 「ツベ ル ク リ ン」陽 性 ナ リ シ者108

名 中結 核 性疾 患6名(2ケ 年 間)ア リ ソノ罹 患 率

5.5%ニ シテ陰 性 者 ノ ソ レ ト差 異 ナ シ。

26.疾 患 ニハ漁 性 肋 膜 炎]例 ア リ、治i療ス ,入學

後10ケ 月後 登 病 ス。 陰 性 者 ヨ リ登 セ シモ ノ ト

匠 別 シ難 シ。 叉 慢 性 腹 水型 腹 膜 炎1例 ア リ.

27.入 學 時 既 二 「ツベ ル ク リ ン」陽 性 ニ シテ1ケ

年 後 高熱 ト共 二右 中央 二早 期 浸 潤 テ惹 起 シ同時

二肺 門及 副氣 管 腺 ノ著 明 ナル腫 大 テ來 シ 「ツベ

ル ク リ ン」 反 癒 モ亦 著 明 二圭曾強 セル モ ノア リ。

後 同側 二i勲性肋 膜 炎 テ併 登 セ ルモ輕 快 勤努 中 ナ

リ。

28.肺 結 核 患者3名 ア リ共 二開放 性 ニ シテ中2

例 ハ登 熱 ラ以 テ急 劇 二初 マ リ共 二肺 尖 ヨ リ中央

二渉 ル廣 汎 ノ浸 潤 テ起 シ人 工 氣 胸 ニ ヨ リ1例 ハ

輕 快 、1例 ハ他 側 二轄 移 シ5ケ 月 ニ シテ死 亡 セ

リA他 ノ1例 ハ微 熱 ニ テ慢 性 二初 マ リ左 肺 門 部

二敷 多 ノ大 ナル石 灰 化 セル淋 巴腺 ア リテ左 下 葉

二薄 キ浸 潤 ラ認 ム、 人 工 氣 胸 ニ ヨ リ輕 快 ス。 以

上 ノ如 キ開 放 性 結 核 ハ陰 性 者 ヨ リハ獲 生 セ ズ。

ヌ.粟粒 結 核 ハ 陽性 者 ヨ リノ、登 生 セザ リ キ。

29.入 學 時 陽 性 者 ニ シテ罹 病 セル モ ノ ・牛 数 ハ

狭 長 型 ト思 ハ ル。即 チ陰 性罹 患 者 二多 キ ガ如 シ。

30.結 核 性 疾 患 全 膿(陽 性 者 、 陰 性者 ラ合 シ テ)

二就 テ ソ ノ感 染 源 テ追 求 スル ニ 同室 二開 放 性 肺

結 核 テ出 セル モ ノ7名 、 同室 二開 放 性 ナ ラザ ・レ

結 核 性 患 者 アル モ ノ2名 、 他 二結 核 性罹 患 者 ナ

ク シテ登 生 セル モ ノ2例 ア リ。禰 放 性結 核 ア リ

シ室 二「ツベ ル ク リ ン」陽性 轄 化 テ來 セル モ ノァ
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レ共 他 ノ室 ト比 較 シテ特 二多 キ モ ノニ ア ラズ。 テ賜 リ シ恩 師 稻 田教 授 二深 謝 シ、 諸 種 便 宜 テ與

本 研 究 ハ ソ ノ観 察 期 間短 ク シ テ 甚 グ不 充 分 ナ ヘ ラ レシ盛 田 醤院 長 二敬 意 ラ表 ス。 叉 御 助 力 下

リ、 將 來 機 テ得 テ5年10年 或 ・・ソ レ以 上 ノ観 サ レ シ署 局 員 、寄 宿 舎 々監 、看 護 婦 諸 君 二感謝 ス

察 テ ナ サ バ更 二貢 献 スル トコ ロ ア ル ベ シ ト信 更 二余 ノ観 察 中不 幸 ニ シテ粟 粒 結 核 肺 結 核 二罹

ズ。 患 シ器 宜 ノ治 療 ニ モ拘 ラ ズ若 ク シテ職 二麗 レタ

欄 筆 スル ニ當 リ終 始 御 指 導 テ恭 ウ シ御 校 閲 ノ榮 ル3名 二封 シ謹 ンデ哀 悼 ノ意 テ表 ス。
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